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・総合的な学習の時間 研究テーマ一覧

学年（ Ⅰ）

組 研究テーマ

健康的な間食を作ろう 性差別について 一般的な建造物における色と温度上昇の相関 ３種の石けんを作り性能を比較しよう 炭

を用いて界面活性剤の有害物質を取り除こう アルコールと石けんではどちらの方がより除菌効果があるのか タンパク質を手軽

に摂取するには 車の排気ガスに対する植物の浄化能力を調べる プラスチック容器の代用となる素材は何か

低コストで栄養満点の料理を作ろう 南極の氷が溶けて起こる海面上昇を防ぎたい 土にかえるプラスチックで海の生き物を救い

たい フードロスの解消法 ～ ～ 海洋プラスチック～学生でもできる取組

みを考えてみた～ 身近なもので貧困解決 色による記憶力の違い 粉末栄養食を作る 食べられるエコ容器でゴミ問題を解決！

橋の構造による強度実験 調味料と食品の腐敗に関する研究 川の水をきれいにする研究 じゃん研究～勝利への道～大雨による多

摩川の氾濫防止策を考える 炭の性質を利用して水の浄化装置を作る 男女差別について 生分解性プラスチックの水と分解速度に

関する研究 自然由来の朱肉を作る 色覚障がい者の板書の見え方に関する研究

果物の追熟とエチレンガス 節電意識と防災意識の関係性 悪口に対する抵抗感について 多摩高生の昼食実態について 紙の色と

記憶の関係 レトルトパウチの研究 おいしい水～ ～ 誕生日と個性の関係性 効率的な唐揚げの作り方

食材を“包み”長持ちさせる試み メンソールマスクで眠気を撃退！ 男女の体力差からジェンダー意識を考える 色と暗記力の関

係 砂漠に植物は生えるのか？ 賞味期限を延ばすには？～様々な資源を使って～ 身の回りのモノで電池を作る 木を使って水を

濾過する方法

より早く部屋を暖めるには？ 標識で変える多摩高校 廃棄食材を美味しく調理し食品ロスを減らす １つの野菜で美味しいジュー

スを作る ワンポイントで上がる身体能力 整風機の性能調査 割り箸をきれいに割ろう 災害時にどのような方法で食材を長く保

存できるか 腐りにくいおにぎりを作ろう

プロペラの枚数による発電量の違い 水害被害の様子の実証実験 多摩川の水の濾過 多摩川の水はどこで汚くなるの？ 記憶力の

関係 ３ モデリング提案 チョークの再形成 土地有効活用計画～砂漠を緑に～

学年（ Ⅱ）

組 研究テーマ

スポーツ

運動が記憶力に及ぼす影響／湿度や気温によるバドミントンのシャトルの軌道の違い／応援とパフォーマンス／筋トレ部位

とハンドボールの遠投距離の関係性／ボールを速く投げる方法／スパイクの違い／ガットの違いによる打球の軌道や回転の

違い

健康
ゲームで集中力を上げる／退屈なことでも集中できるようにする／姿勢と作業効率の関係性／食べ物の組み合わせで苦みを

消すことができるか／筋トレと姿勢／睡眠時間と集中力の関係／嘘としぐさの関係

人文

メイクによって人の印象はどう変わるのか／人間は事物の性別をどのように判定しているのか？／ として人の感情や意

思を誘導するのに効果的な音楽の特徴／言葉の意味をとらえるときに最も重要なことは何か／やる気を勉強という点に注目

して研究する／近代文学と現代文学の表現の違い／家庭環境等が性格などに与える影響／昔の日本人にとっての美人とは？

社会

スポーツ経営／ ストローの普及／コロナの感染防止策の効果の検証／偏った印象ではなく正しい情報を伝える／英単語の

暗記法／多摩高の売店の売上を上げる／広告のデザインによる売上への影響／プロモーションのタイミングと期間による売

上の関係／人により注目される広告とは
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組 研究テーマ

創作
ベジタリアン／エコで強い紙ストロー／ゴーヤを使ったお菓子／魚を使わずに魚料理を作ろう／ギター弦の種類 素材 によ

る違い／炭酸水を用いた料理／環境に優しい洗剤を

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ
水と音の反響の関係／ に関するゲームの作成／衝撃吸収をバイオテクノロジーの観点から／音と環境の関係について／

日焼けしない帽子／レールガンでマシュマロを飛ばそう

物質

貝殻や木炭以外を用いた汚染水の浄水効果について／ウィルス防止マスクの除菌効果／「食品の消費期限を延ばす」ことに

よる食品ロスの削減／寒天や貝灰、でんぷんのりを用いてプラスチックの代用を作る／プラスチックの代替品を、寒天や貝

殻を用いて自然由来のもので作る／２つの食材を同時に保存した場合、腐敗させずに１番長持ちする組み合わせとは

生命

ライトを用いて、キノコを成長させる／果物と野菜を用いた食品の保存期間への影響／高分子吸収剤を用いて植物を栽

培／作物に不足しがちな栄養を、食品廃棄物で補う／コーンスターチを黒麹で発酵し、食物の保存期間を延ばしたい／服の

汚れを食物に含まれる酵素で落とす／ミドリムシの摂食により、食物の栄養価を高める／さまざまな化粧水とその効果／ビ

オトープを活用した作物の水耕栽培

ｴﾈﾙｷﾞｰ
圧電効果／紫外線発電／太陽熱エネルギーを利用した発電／学校内での発電方法／小型で発電できる発電機を考える／ビル

風を利用して風力発電をしよう／和音がもたらす効果／ギター、環境の変化に対する木材への影響、音の変化

地球
少ない水での植物育成法／地層の変化による地下水の評価／雑草という新たなエネルギー源／身近な動力を利用した発電と

その効率について／心理的要因による体感温度の変化／酸性土壌を中和する

学年（総合的な学習の時間）

分野 研究テーマ

光で世界を救う／快適な居住環境とは／公園を作ろう／水菜の劣悪環境栽培／嫌いなものを美味しく食べよう／文化的差異によ

る喧嘩をなくそう／清涼飲料水内で発生する菌について／ストレス解消のための防音グッズ／銀杏臭撲滅

多摩高校の教師の勤務実態について／タピ活に潜む闇…プラスチックごみ問題／理想の授業像を提案する／よりよい英語教育と

は／部活動をよりよくするために／より良い授業をつくってみよう／校則について／人間は嘘つき 心理学／流行が生まれる理

由って？

多くの人を幸せにするには／色からわかる多摩高生／睡眠と勉強の関わり／ 利用がもたらすアイデンティティ形成への影響

／影響力のある ってなんだ？／ コン／駅の混雑を解消するには／なくしものをなくす

ウォーミングアップとパフォーマンスの関係／質の良い睡眠をとるには？／運動能力の低下を食い止める／

エナジードリンクについて／ストレッチと運動の関係／二酸化炭素が空気の温度変化に及ぼす影響／

一番汚れを拭き取る素材とは？／少ないエネルギーでロケットを飛ばそう／

クラッキングから身を守るには／ について知ろう！／印象に残る映像とは？／プログラミングの普及／二進法から三進法へ

／地震を誘発／弾丸を切る

プラナリアによる再生医療の応用／新興感染症の拡散と対策／野菜が育つ土を調べよう／植物がよく育つ土／鳥と人間は共生で

きるのか／どの日焼け止めが一番効果的！？／状況と認識による実態の変化／

懲戒と体罰の関係性／憲法改正のメリットデメリット／神奈川県の緑の法案／日本の税金の使われ方について考えよう／オリン

ピックの経済効果／株入門／田舎の過疎化を防ごう／フェアトレードを広めよう／

日本の労働力不足を解決するために

言語の歴史を知ることは語学の勉強につながるか／ ／日本人に身近なものと神話とのつながり／危機遺産を

救え！／日本の映画料金は何故高いのか ／多摩カーブを止めたい／スマホをうまく使う／機内サービスの向上／高齢者ドライ

バーの事故を減らすために
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Ⅰ・Ⅱ ルーブリック評価

Ⅰ

課題の発見

関心のある事物から課題を見つ

け、解決を見据えた研究テーマを

考えることができている。

関心のある事物から課題を見つ

け、解決を見据えた研究テーマを

考えることが不充分である。

研究テーマ

の設定

研究で明らかにしたいことを具体

的に示すことができている。

研究で明らかにしたいことを示す

ことができている。

研究で明らかにしたいことが不充

分である。

調査・実験

の計画

仮説を明らかにするための調査・

実験の具体的な計画を検討するこ

とができている。

仮説を明らかにするための調査・

実験の計画を検討することができ

ている。

仮説を明らかにするための調査・

実験の計画を検討することができ

ていない。

研究の振り

返り

調査・実験をまとめ、研究を深め

るための展望を具体的に行うこと

ができている。

調査・実験をまとめ、研究を深め

るための展望を行うことができて

いる。

調査・実験をまとめ、研究を深め

るための展望を行うことが不充分

である。

研究の発表

研究の概要を把握して、他者へ伝

わることを意識し、自身の言葉で

説明することができている。

研究の概要を把握する、他者へ伝

わることを意識する、自身の言葉

で説明することのいずれかができ

ている。

研究の概要を把握する、他者へ伝

わることを意識する、自身の言葉

で説明することのいずれも不充分

である。

Ⅱ

課題の発見

関心のある事物から課題を見つ

け、解決を見据えた研究テーマを

考えることができている。

関心のある事物から課題を見つ

け、解決を見据えた研究テーマを

考えることが不充分である。

デジタルア

ート

プログラミング的思考を理解し、

自身が作った作品を再現するため

の手順が示されている。

プログラミング的思考を理解し、

自身が作った作品を再現するため

の手順が不充分である。

間違い探し

英語

話す英語を理解し、間違い探しの

説明を、伝わりやすい英語で行う

ことができている。

話す英語を理解し、間違い探しの

説明を、伝わりやすい英語で行う

ことが不充分である。

研究テーマ

の設定

過去の研究を参考文献として示

し、研究で明らかにしたいことを

具体的に示すことができている。

過去の研究を参考文献として示

し、研究で明らかにしたいことを

示すことができている。

過去の文献を参考とし、研究で明

らかにしたいことを示していな

い。

ホームペー

ジ作成

タグやフローチャートの理解に基

づいてホームページを作成し、必

要な情報をすべて掲載している。

タグやフローチャートの理解に基

づいてホームページを作成し、必

要な情報の一部を掲載している。

タグやフローチャートの理解や、

それに基づくホームページ作成が

できていない。

国内留学生

との交流

研究テーマを世界の人たちに伝え

るように、イラストと英語を適切

に活用している。

研究テーマを世界の人たちに伝え

るように、イラストと英語を用い

ている。

研究テーマを世界の人たちに伝え

るように、イラストと英語を用い

ることができていない。

調査・実験

の計画

仮説を明らかにするための調査・

実験の具体的な計画を検討するこ

とができている。

仮説を明らかにするための調査・

実験の計画を検討することができ

ている。

仮説を明らかにするための調査・

実験の計画を検討することができ

ていない。

研究の振り

返り

調査・実験をまとめ、研究を深め

るための展望を具体的に行うこと

ができている。

調査・実験をまとめ、研究を深め

るための展望を行うことができて

いる。

調査・実験をまとめ、研究を深め

るための展望を行うことが不充分

である。

研究の発表

研究の概要を把握して、他者へ伝

わることを意識した説明ができて

いる。

研究の概要を把握する、他者へ伝

わることを意識した説明のいずれ

かができている。

研究の概要を把握する、他者へ伝

わることを意識した説明のいずれ

も不充分である。
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4　探究活動に関する継続調査
１

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 22.1% 64.0% 7.5% 6.4% 0.0% 267

64期2年次 12月 16.6% 59.8% 14.7% 7.7% 1.2% 259

64期1年次 12月 6.5% 56.4% 26.5% 7.6% 2.9% 275

63期3年次  1月 12.8% 66.5% 13.8% 5.9% 1.1% 188

63期2年次 12月 12.3% 59.6% 21.5% 5.8% 0.8% 260

63期1年次 12月 14.3% 53.7% 23.9% 6.3% 1.8% 272

２

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 24.7% 59.2% 11.2% 4.5% 0.4% 267

64期2年次 12月 16.7% 62.4% 12.4% 7.4% 1.2% 258

64期1年次 12月 17.2% 58.8% 15.3% 6.6% 2.2% 274

63期3年次  1月 16.6% 66.3% 10.2% 6.4% 0.5% 187

63期2年次 12月 11.9% 66.9% 16.2% 4.6% 0.4% 260

63期1年次 12月 22.4% 52.9% 17.6% 5.9% 1.1% 272

３

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 30.9% 57.7% 7.9% 3.4% 0.0% 265

64期2年次 12月 22.4% 59.1% 12.0% 5.8% 0.8% 259

64期1年次 12月 16.8% 58.6% 15.4% 7.0% 2.2% 273

63期3年次  1月 17.0% 61.2% 14.9% 6.9% 0.0% 188

63期2年次 12月 15.8% 63.1% 13.5% 7.7% 0.0% 260

63期1年次 12月 18.1% 56.1% 18.8% 5.5% 1.5% 271

４

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 20.7% 57.9% 12.8% 8.3% 0.4% 266

64期2年次 12月 14.7% 58.5% 16.7% 9.7% 0.4% 258

64期1年次 12月 14.3% 59.6% 15.4% 8.8% 1.8% 272

63期3年次  1月 11.7% 60.1% 18.1% 9.6% 0.5% 188

63期2年次 12月 13.5% 54.2% 19.6% 12.7% 0.0% 260

63期1年次 12月 14.4% 47.6% 25.8% 11.4% 0.7% 271

５

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 16.9% 61.4% 17.2% 4.1% 0.4% 267

64期2年次 12月 7.8% 56.6% 25.2% 8.9% 1.6% 258

64期1年次 12月 8.5% 51.8% 24.3% 13.2% 2.2% 272

63期3年次  1月 8.5% 60.1% 20.2% 10.6% 0.5% 188

63期2年次 12月 10.0% 50.4% 26.2% 12.3% 1.2% 260

63期1年次 12月 13.3% 47.0% 26.3% 12.2% 1.1% 270

　興味を持った事柄の中から、与えられたテーマに沿った探究課題を設定することがで
きる。

　探究課題の設定理由を明らかにすることができる。

　探究課題について、その目的やねらいを明らかにし、先生や他の生徒と相談しながら
取り組むことができる。

　仮説を立てて取り組んだ探究課題の解決内容について、適切な検証方法を考えること
ができる。

　あらかじめ課題解決の仮説を立てて、探究に取り組むことができる。

６

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 10.1% 22.0% 22.4% 36.2% 9.3% 268

64期2年次 12月 3.5% 14.3% 19.0% 43.4% 19.8% 258

64期1年次 12月 7.0% 13.6% 18.8% 41.2% 19.5% 272

63期3年次  1月 9.6% 27.3% 21.9% 34.8% 6.4% 187

63期2年次 12月 4.2% 21.2% 15.8% 44.2% 14.6% 260

63期1年次 12月 8.9% 19.9% 20.7% 31.4% 19.2% 271

７

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 16.2% 55.6% 20.3% 7.1% 0.8% 266

64期2年次 12月 7.8% 56.4% 21.8% 12.5% 1.6% 257

64期1年次 12月 10.3% 51.8% 23.2% 12.5% 2.2% 272

63期3年次  1月 14.4% 59.9% 16.0% 7.5% 2.1% 187

63期2年次 12月 9.2% 57.3% 24.2% 8.5% 0.8% 260

63期1年次 12月 13.3% 52.8% 25.1% 8.1% 0.7% 271

８

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 17.4% 38.3% 36.0% 7.6% 0.8% 264

64期2年次 12月 10.4% 33.2% 44.8% 9.7% 1.9% 259

64期1年次 12月 7.7% 25.4% 41.9% 17.3% 7.7% 272

63期3年次  1月 31.4% 53.2% 12.2% 2.7% 0.5% 188

63期2年次 12月 18.5% 41.5% 26.9% 10.0% 3.1% 260

63期1年次 12月 12.9% 49.3% 26.8% 9.6% 1.5% 272

９

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 13.6% 43.8% 35.1% 7.2% 0.4% 265

64期2年次 12月 8.1% 33.2% 45.2% 10.8% 2.7% 259

64期1年次 12月 5.9% 28.7% 41.9% 18.0% 5.5% 272

63期3年次  1月 13.4% 54.5% 19.8% 10.7% 1.6% 187

63期2年次 12月 4.2% 36.3% 35.9% 20.1% 3.5% 259

63期1年次 12月 8.1% 43.7% 31.5% 15.2% 1.5% 270

10

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 6.8% 36.8% 40.2% 14.3% 1.9% 266

64期2年次 12月 5.8% 20.5% 35.1% 30.1% 8.5% 259

64期1年次 12月 3.3% 19.9% 39.5% 30.6% 6.6% 271

63期3年次  1月 8.5% 45.2% 22.3% 20.7% 3.2% 188

63期2年次 12月 4.7% 27.1% 28.3% 31.0% 8.9% 258

63期1年次 12月 7.4% 31.5% 34.8% 20.7% 5.6% 270

　ポスターやプレゼンテーションソフトなどを活用しながら、自分の理論をわかりやす
く効果的に説明することができる。

　研究成果を期限内にレポートにまとめることができる。

　設定した探究課題の解決にあたり、自分の考えを盛り込むことができる。

　調べ学習をする際に、インターネット以外に３つ以上の方法を使うことができる。

　発表のあとの質疑応答を想定するとともに、想定質問に対する回答内容を準備するこ
とができる。

11

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 6.8% 28.9% 48.5% 13.5% 2.3% 266

64期2年次 12月 5.8% 16.3% 46.5% 20.9% 10.5% 258

64期1年次 12月 2.6% 16.9% 48.5% 19.1% 12.9% 272

63期3年次  1月 7.4% 42.6% 26.1% 20.2% 3.7% 188

63期2年次 12月 3.9% 23.3% 36.0% 24.4% 12.4% 258

63期1年次 12月 8.2% 25.3% 39.4% 20.8% 6.3% 269

12

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 5.6% 24.7% 52.4% 13.9% 3.4% 267

64期2年次 12月 6.2% 19.8% 46.9% 18.6% 8.5% 258

64期1年次 12月 5.9% 15.9% 48.7% 21.4% 8.1% 271

63期3年次  1月 7.4% 45.2% 28.7% 14.9% 3.7% 188

63期2年次 12月 2.7% 23.4% 46.1% 18.8% 9.0% 256

63期1年次 12月 6.3% 30.6% 42.8% 15.5% 4.8% 271

13

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 34.8% 50.4% 10.2% 3.8% 0.8% 264

64期2年次 12月 30.6% 45.3% 14.3% 6.6% 3.1% 258

64期1年次 12月 31.0% 47.2% 12.5% 5.9% 3.3% 271

63期3年次  1月 28.2% 55.3% 11.2% 3.7% 1.6% 188

63期2年次 12月 24.5% 54.1% 13.6% 7.0% 0.8% 257

63期1年次 12月 23.0% 51.9% 16.3% 7.4% 1.5% 270

14

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 16.7% 52.3% 21.6% 8.7% 0.8% 264

64期2年次 12月 10.4% 39.4% 27.0% 18.1% 5.0% 259

64期1年次 12月 11.1% 38.0% 31.4% 14.0% 5.5% 271

63期3年次  1月 9.6% 52.4% 23.5% 11.2% 3.2% 187

63期2年次 12月 6.6% 45.5% 31.1% 13.2% 3.5% 257

63期1年次 12月 12.9% 46.9% 27.7% 10.7% 1.8% 271

15

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 12.9% 47.0% 26.9% 11.4% 1.9% 264

64期2年次 12月 7.8% 34.9% 30.2% 19.0% 8.1% 258

64期1年次 12月 5.9% 34.3% 34.7% 18.8% 6.3% 271

63期3年次  1月 8.0% 46.3% 24.5% 17.0% 4.3% 188

63期2年次 12月 7.0% 36.6% 31.9% 20.2% 4.3% 257

63期1年次 12月 10.7% 42.4% 29.2% 15.1% 2.6% 271

　他の生徒の成果や課題を指摘し、自らの研究に反映することができる。

　他の生徒の成果を踏まえ、活用しながら自らの研究を進めることができる。

　探究活動を他の生徒と協働しながら行うことができる。

　想定外の質問に対しても、その趣旨を踏まえた明解な解答ができる。

　発表後の質疑応答において、想定問答集も活用しながら、質疑に適切に対応し回答で
きる。

16

かなりできている わりにできている わからない あまりできていない ほとんどできていない 回答数

65期1年次  1月 17.4% 48.5% 21.6% 9.5% 3.0% 264

64期2年次 12月 19.4% 51.6% 17.1% 9.3% 2.7% 258

64期1年次 12月 12.6% 44.6% 23.4% 15.2% 4.1% 269

63期3年次  1月 11.8% 56.7% 19.3% 11.2% 1.1% 187

63期2年次 12月 8.2% 41.2% 32.7% 14.4% 3.5% 257

17

とてもそう思う そう思う 少し興味がある あまり思わない思わない 回答数

65期1年次  1月 10.6% 40.4% 22.6% 20.8% 5.7% 265

64期2年次 12月 6.9% 23.2% 23.2% 25.9% 20.8% 259

64期1年次 12月 6.3% 11.9% 41.6% 29.0% 11.2% 269

63期2年次 12月 3.9% 15.3% 36.5% 28.2% 16.1% 255

18

とてもそう思う そう思う 少し興味がある あまり思わない思わない 回答数

65期1年次  1月 14.3% 42.9% 19.5% 18.8% 4.5% 266

64期2年次 12月 11.3% 29.6% 21.0% 25.7% 12.5% 257

64期1年次 12月 7.4% 20.4% 34.9% 27.1% 10.0% 269

63期2年次 12月 7.5% 20.8% 34.5% 23.1% 14.1% 255

19

とてもそう思う そう思う 少し興味がある あまり思わない思わない 回答数

65期1年次  1月 5.7% 19.4% 26.6% 35.4% 12.9% 263

64期2年次 12月 3.5% 12.8% 20.6% 27.2% 35.8% 257

64期1年次 12月 1.9% 9.7% 25.7% 38.3% 24.5% 269

63期2年次 12月 3.5% 10.5% 22.7% 36.7% 26.6% 256

20

とてもそう思う そう思う 少し興味がある あまり思わない思わない 回答数

65期1年次  1月 7.6% 24.7% 24.3% 31.9% 11.4% 263

64期2年次 12月 5.4% 18.5% 22.4% 23.9% 29.7% 259

64期1年次 12月 6.7% 11.5% 33.8% 28.6% 19.3% 269

63期2年次 12月 2.7% 12.1% 26.6% 31.3% 27.3% 256

21

とてもそう思う そう思う 少し興味がある あまり思わない思わない 回答数

65期1年次  1月 8.4% 33.3% 23.4% 24.5% 10.3% 261

64期2年次 12月 3.5% 23.2% 23.2% 27.0% 23.2% 259

64期1年次 12月 4.1% 17.1% 33.1% 28.3% 17.5% 269

63期2年次 12月 3.9% 15.6% 32.0% 28.5% 19.9% 256

　海外の高校生や大学生と交流し、科学的なテーマで意見交換したり、共同研究をした
りしてみたいと思う。

　ＳＳＨとして実施する海外研修（来年度以降）に参加したいと思う。

　科学コンクールやコンテスト、学会での発表などに参加したいと思う。

　プログラミングを用いた探究のテーマ設定や実験をしてみたいと思う。

　探究活動の延長として、昼休みや放課後等の時間を利用し、グループや学年を越え、
共同して実験をしたり何かを作ったりしてみたいと思う。

　ＳＤＧｓについて説明することができる。
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5 運営指導員会 議事録 

 
令和２年度 第１回ＳＳＨ運営指導委員会 議事録 

 
 
日時：令和 2年 8月 25 日（火）15:30～17:00 

 

場所：多摩高等学校 会議室 

 

出席者： 

運営指導委員 

桐村 光太郎 委員（早稲田大学理工学術院先進理工学部応用化学科教授）   

桑田 孝泰   委員（東海大学理学部情報数理学科教授）   

横川 慎二   委員（電気通信大学 i₋パワードエネルギー・システム研究センター教授）  

相澤 哲哉   委員（明治大学理工学部機械情報工学科 教授）  

栗原 英俊   委員（株式会社富士通研究所 プロジェクトディレクター）  

神奈川県教育委員会高校教育課 

松本 靖史（専任主幹兼指導主事）、石塚 悟史（指導主事）、山口 真也（指導主事）、 

橋本 雅史（兼指導主事）、田村 悠（主任主事兼指導担当主事） 

多摩高校 

 野田麻由美（校長）、今井いずみ（事務長）、川端啓明（副校長）、巽直彦（総括教諭）、石原徳子（総括教諭）、 

清水幹治（総括教諭）、栗原精一（総括教諭）、町田浩二（総括教諭）、坂梨欣哉（総括教諭）、 

重田寿夫（教諭）、大竹保幹（教諭）、立川公子（教諭）、宮原万祐子（教諭）、小林大起（教諭）、 

坂口大介（教諭）、仲山可那子（教諭）、田中大希（教諭） 

 
研究協議： 
〇「令和 2年度の取組及び計画」、「SDGｓの視点を踏まえた探究活動の取組」の２点について、本校の研究開発課題・事業計画に沿

って説明し、以下のような助言を頂いた。 

 

【探究活動のテーマの設定について】 

・研究はテーマの設定が命であり難しいところ。大学の研究室ではテーマの大枠、研究のねらい、方向性、実験に必要なアイテム、

手順は 100％教員が決める。教員が熱意をもって大枠を伝え、学生は「面白い」と思う点をやってみる。研究のメソッドが見え

て来て、自分でやり始める頃までもっていくのは、教員の役割と考えている。テーマをゼロから考えさせるのは無理ではないか。 

・企業の研究所の場合も新入社員（研究員）はゼロから研究できない。チームで方向性を定めている。企業なので、その研究が誰

に役立ち、どのような価値があるのかを最初に見定める。論文だけでなく他社の製品も調べる。但し、ＳＳＨの目的は教育であ

り、成果を挙げることとのバランスが難しいのではないか。 

・19 年企業で勤務した経験がある。企業の現場改善には、まず現状分析が必要。問題点を明確にするには、データだけでなく感覚

や記憶も重要。グラフやヒストグラムなどを用いて問題を可視化する作業は、やっているうちに面白く思うようになるのではな

いか。そのようにしてテーマを設定し、他者に説明することはモチベーションの喚起につながるのではないか。 

・数学の分野では、問題や論文を提示することはできるが、新しい問題を解くのは学部ではできない。取組むうちに、問題の周辺

のことがわかってくる。ある程度は教員が用意する必要がある。 

・大学は、内容をわかって研究室に入ってくるので、テーマは教員が決めている。ただ、学生のビジョンは具体化していないので、

「やりたいこと、考え方として重視していること」をインタビューしたり、上級生の「今行っている研究、今後行うべき研究」

についての発表を聞かせたりして希望を出させている。また、全く違うタイプの人と接する中で学ぶこともあるので、人間関係

も考慮している。 
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【探究活動について】 

・研究というものは興に乗ってくると 1 日中没頭するようになる。そうなると、高校生活に支障が出かねないが、そのような生徒

が出ることは、むしろ望ましいと考えられる。 
・本校卒業生のため、生徒のメンタルはよくわかる。何かにのめりこんで時間がなくなって困るのは、本校生徒らしく、とても良

いこと。30 年前に Meraki はなかったが、体育祭の「マスコット」の作成のために、1 週間徹夜して取組んだことが財産になっ

ている。本校の生徒たちはフルパワーで取組み、切り替えができる生徒たちであり、探究活動にのめりこんだとしても自分たち

で管理できるはずである。本日の説明を聞いて、高校生は、このやり方なら食いつくのではないかと思った。 
・数学では、高校生には論文をジャーナルに掲載することは無理としても、既有の知識で問題を作成するなどは、現在あまり行わ

れていないができるのではないか。入試問題にも「よくぞ」と思うようなものもある。試行錯誤するうちに思考が深化するので

はないか。 
・（教員の関わり方について）うまくきっかけを与えるのが教員の仕事。生徒が興味を持ったらやる気を削がず、見守り、励ますし

かない。人を紹介したり物を買ったりすることが具体的にできること。 
・（「ゲームを作りたい」という動機を「探究活動」の「仮説→実験→分析→発表」という流れに乗せることができるかという質問

について）「ゲームを作る」は開発であって探究ではない。クラブ活動や研究会を作って進めるのはどうか。Meraki を土台とし

てスピンアウトする生徒が出てきて良い。学校の外にも出て行ってほしい。ゲームを作成するならば、SNS の中や電通大学の小

中高プログラミング教室も開催されている。 
 
【ＳＳＨ事業の評価について】 

・今後中間評価・最終評価を見据えて、生徒がどのように成長したかを証明する方法を考える必要がある。 
・他校の取組との比較、SSH 事業をやらなかった場合との比較などの視点で考えてはどうか。例えば本校の指導の特異な点、全員

が取組んでいることも成果になり得るのではないか。 
・「SDGs の視点を踏まえた探究活動」「科学的リテラシー」「国際性」というキーワードについて、学校がどんなことをしたか、生

徒は何ができるようになったか、どのように理解が進んだかが問われることになると考えられる。「〇〇の層が確実に増えた」

などのわかりやすい指標を。 
・得意を伸ばす一方で、不得意をどう伸ばすのか。中間発表を見た中では、化学や数学の分野が育っていない。教科・科目として

どのように考えるのか、どう対応したかを説明できるようにする。 
・一方で、学校は外部の評価ではなく、生徒を感動させたり記憶に残ったりする活動を目指すのが有意義だと考える。生徒の自己

評価の項目に「探究活動の中で一晩中考えたという経験があった」「探究活動で涙が止まらないほど感動したことがあった」など

を加えることで、学校が目指している地点を示すメッセージになり得る。そのような項目の存在により、生徒同士の話題にも上

りやすいのではないか。 
 
【指導・助言】 

・ＳＳＨ事業の説明はわかりやすかった。知恵を絞り続けていることがよくわかった。 
・「国際性の涵養」に関しては、やや手近にあることをやっている印象がある。感動がほとばしるような企画を。 
・生徒第一の一方で、予算がついている限り評価は大切。外部の評価は国民の評価であり、保護者の評価でもある。他校の評価も

参考に、学校の取組・生徒の成長を説明できるよう準備を。 
・COVID-19 で大変な苦労の中、ここまで進めたことに敬意を表する。ICT をうまく使ってカバーし、ICT へのリテラシーが生まれ

た。当初の目的に加えて、生徒・教員のリテラシーを調べるのも有効ではないか。 
・生徒の発表会ができたことは校長の手腕であり、全員協力の成果。このような機会があって、生徒の活動に区切りをつけるので、

行事は大切。オンラインの授業には大学生でも苦労しているのに、まして高校生は大変だろう。良く指導して頂いていることに

感謝する。 
・高校生はコロナに対応するのも SDGs の一環であり、この体験をどう解決すべきかを考えて置くことも大切。体験した人の強み

を吸い上げ、忘れないうちに考えておくべきである。 
・今年は特別な年ではあるが、SSH 事業全体の中で、またプログラムの中で取り組むことを考えてほしい。 
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6 ＳＳＨ研究開発における生徒学習状況 （職員向け調査） 

 

基準（判断の⽬安） 

 
Ⅰ 探究活動を通じた科学的リテラシーについて 

1 探究活動に対する興味・関⼼が向上した。 
2 過去の研究を調べて、研究したいことを⾒出す

ことができた。 
3 課題を解決するために、仮説を⽴てることがで

きた。 
4 調査・実験の計画を、適切に⽴てることができ

た。 
5 調査・実験を、適切に実⾏する能⼒が⾝に付い

た。 
6 結果を図・表でまとめる能⼒が⾝に付いた。 
7 成果を発表し、伝える能⼒が⾝に付いた。 
8 他者の発表に対して、質問を提⽰する姿勢が⾝

に付いた。 
9 研究したことを振り返り、研究を深める能⼒が

⾝に付いた。 
10 研究倫理(先⾏研究を不正に引⽤しない、成果

を捏造しない)について、正しく認識した。 
 
 
Ⅱ 学習全般の姿勢について 

１ 授業において、課題を解決しようとする姿勢が
向上した。 

２ 授業において、他者との話し合いを通じて考え
を深める姿勢が向上した。 

３ 授業において、物事を順序⽴てて考えようとす
る姿勢が向上した。 

４ 授業において、周囲と協⼒して取り組む姿勢が
向上した。  

５ 授業において、発表を⾏おうとする姿勢が向上
した。 

６ 授業において、リーダーシップを発揮する姿勢
がみられた。 

 
 

Ⅲ 国際性・英語によるコミュニケーション能⼒について 
1  海外の事象に対する興味・関⼼が向上した。  
2  海外と⾃国との違いを通じて、物事に対する多

様な考え⽅を得ることができていた。 
3  海外のひとに、⾃⾝が伝えたいことを伝えよう

とする姿勢が向上した。  
4  海外のひとに説明するうえで、相⼿に伝わるよ

うな英語の⽤い⽅ができていた。 
5  海外のひとと話題を共有するために、専⾨的な

⽤語（英語）を積極的に習得していた。 
6  海外のひとから質問をされたときに、受け答え

ができる姿勢ができていた。 

－ 70 －



 
 
Ⅳ SDGs について 

1  SDGs の学習について、関⼼を持って取り組ん
でいた。  

2  SDGs を取り上げることで、課題を発⾒する姿
勢が⾼まった。  

3  SDGs をきっかけに、国際的な課題に関⼼を持
つ姿勢ができていた。 

 
 

Ⅴ 情報活⽤について 
1  オフィスアプリケーション(Excel など)を⽤い

て、図・表の作成を適切に⾏っていた。 
2  HTML のタグを正しく⽤いて、ホームページ

作成ができていた。  
3  オフィスアプリケーション(Power Point など)

を⽤いて、プレゼン資料を適切に作成できてい
た。 

4  インターネット上で得られる情報について、
適切な活⽤の仕⽅を理解できていた。 

5  クラウドサービス(Google Classroom、共有ド
ライブ)を円滑に⽤いることができていた。 

 
 
 
※評価の基準の判断基準は以下のとおりである。 

・とてもあてはまる（クラスで半数以上） 
・わりとあてはまる（クラスで 10 ⼈程度） 
・あまりあてはまらない（クラスで 5 ⼈程度） 
・ほとんどあてはまらない（クラスで 0〜2 ⼈程度） 

－ 70 － － 71 －



 
 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｓ
Ｈ
先
進
校
訪
問

Ｓ
Ｓ

Ｈ
１

年
目

の
多

摩
高

校
は

、
全

国
の

Ｓ
Ｓ

Ｈ
指

定
校

を
訪

問
し

、
勉

強
し

て
い

ま
す

。
今

年
度

訪
問

し
た

学
校

の
取

り
組

み
で

参
考

に
な

っ
た

と
こ

ろ
を

お
伝

え
し

ま
す

。
 ※
記

載
は

、
訪

問
し

た
教

員
の

記
録
に

基
づ

い
て

作
成

し
た

も
の
で

す
。

  

学
校
名

①
探
究
活
動
の
取
組
に
つ
い
て

②
学
校
外
で
の
発
表
等
に
つ
い
て

③
海
外
研
修
等
に
つ
い
て

④
そ
の
他

⑤
訪
問
者
の
所
感

札
幌
啓
成

高
等
学
校

１
年
生
は
個
人
研
究
を
し

た
の
ち
似
た
テ
ー
マ
の

人
と
グ
ル
ー
プ
を
組
む
。

２
年
生
中
心
に
ゼ
ミ
形

式
を
行
っ
て
お
り
、
大
学

の
人
に
テ
ー
マ
を

依
頼
し
て
い
る
。

情
報
で
プ
レ
ゼ
ン
指
導

を
し
て
い
る

・
IW

M
C
と
い
う
野
生
動

物
の
国
際
会
議
に
出

た
。

・
課
題
研
究
で
の
１
・
２

位
で
１
班
が
神
戸
、
も
う

１
班
が
全
校
で
発
表
。

・
北
海
道
が
開
く

S
D
G
s

の
会
議
に
も
出
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
交
流
を
し
て
い
る

・
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
森
林
研
修
や
環
境
保
全
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
る
。

・
引
率
は
理
科
の
先
生
と
同
行
講
師
。

・
８
人
で
１
月
（
北
海
道
は
冬
休
み
中
）に
訪
問
し
、

月
に
さ
く

ら
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来
て
く
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
学
校
と
科
学
交
流
を
し
、
５
月
～

月
の
月
１
回
放
課
後
に
生
物
多
様
性
や
温
暖
化
、
絶
滅
危
惧
種

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。

・
普
通
科
の
生
徒
で
、

く
ら
い
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
中
で
、
そ

れ
を
選
択
し
た
生
徒
が
交
流
し
て
い
る
。

・
大
学
の
先
生
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
や
っ
て
く
れ
て
、
議
論

を
進
め
て
い
る
。

サ
イ
エ
ン
ス
英
語

・
１
コ
マ

分
の
２
時
間
連
続
授
業
、

で
行
っ
て
い
る
。

・
授
業
は
理
科
の
先
生
が
主
体
で
行
う
。

・
１
年
の
理
数
科
の
生
徒
が
月
に
１
回
、
科
学
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
ん
で
も
ら

う
内
容
。

・
留
学
生
（北
大
の
院
生
等
）
や
違
う
学
校
の

を
毎
回
呼
び
、
１
グ
ル

ー
プ
に
１
人
つ
い
て
い
る
。

①
生
物
の
時
間
に
日
本
語
で
予
習
し
、
必
要
な
単
語
の
確
認
を
行
う
。

②
な
ぜ
？
と
思
う
よ
う
な
観
察
を
し
、
仮
説
を
考
え
る
。

③
ど
う
や
っ
て
検
証
す
る
か
を
問
い
、
実
験
を
す
る
。

④
学
ん
だ
内
容
で
４
つ
の
ス
ラ
イ
ド
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
暗
唱
し
て
プ

レ
ゼ
ン
練
習
を
す
る
。

⑤
留
学
生
の
前
で
発
表
を
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
の
仕
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
う
。

海
外
交
流
が
盛
ん

な
学
校
で
、
サ
イ

エ
ン
ス
英
語
と
い

う
授
業
は
理
科
の

先
生
が
メ
イ
ン
で

行
っ
て
い
た
。
「
科

学
を
題
材
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

す
る
」
と
の
言
葉

が
印
象
的
で
、
そ

れ
を
実
現
し
て
い

る
学
校
だ
と
感
じ

た
。

北
海
道
北
見

北
斗
高
等
学

校

一
年
生
は
全
員
、
二
年
生
か
ら
は
理

系
の
生
徒
が
探
究
活
動
を
行
な
っ
て

い
る
。
課
題
研
究
は
学
校
設
定
科
目

「
（
グ
ロ
ー
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
）
」
と

位
置
付
け
、
こ
れ
を
隔
週
・
二
時
間
続

き
で
配
置
し
て
い
る
。
各
グ
ル
ー
プ

は
５
名
で
編
成
し
て
い
る
。
年
度
の

始
め
に
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の
環
境
」
と

い
う
大
テ
ー
マ
を
提
示
し
、
考
え
ら
れ

る
問
題
意
識
を
個
人
で
整
理
し
た
上

で
、
似
た
よ
う
な
テ
ー
マ
を
持
つ
生

徒
で
グ
ル
ー
プ
を
作
成
し
た
。
二
年

生
か
ら
理
系
の
生
徒
し
か
課
題
研
究

を
行
わ
な
い
の
は
、
研
究
テ
ー
マ
を

科
学
的
（
物
化
生
地
情
）
な
も
の
と
指

定
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
、
文
系

生
徒
か
ら
は
「
探
究
を
続
け
た
い
」
と

の
意
見
も
出
て
お
り
、
そ
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る

と
い
う
。

 

サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ
ア
ク
シ
ョ
ン

チ
ー
ム
を
中
心
に
学
校
外
で
発
表
し
て

い
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
は
探
究

活
動
に
興
味
関
心
の
あ
る
生
徒
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
・
大
会
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
を
通
じ
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
土
壌
肥
料
学
会
発
表
会
や

環
境
活
動
発
表
大
会
、
科
学
の
祭
典
や

科
学
の
甲
子
園
と
い
っ
た
舞
台
で
活
躍

し
、
よ
い
成
績
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
、
課

題
研
究
の
発
表
に
と
ど
ま
ら
ず
、
パ
ソ
コ

ン
甲
子
園
や
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
、
科

学
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
へ

な
ど
、
科
学
に
関
わ
る
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
続
け
て
い
る
。

海
外
で
の
活
動
と
し
て
は
、
本
校
と

同
じ
く
台
湾
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
風
化
や
海
の
浸
食

に
よ
っ
て
で
き
た
奇
岩
や
特
徴
的
な

地
形
を
観
察
し
、
地
形
の
変
動
や
地

域
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
日

本
と
の
上
下
水
道
の
整
備
状
況
の

違
い
や
河
川
の
流
域
面
積
の
違
い

に
よ
る
水
質
差
に
つ
い
て
、
目
視
や

パ
ッ
ク
テ
ス
ト
で
の
調
査
を
行
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
語
学
力
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
目
指

し
、
長
期
休
業
期
間
中
の
ボ
ス
ト
ン

研
修
も
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は

現
地
の
学
生
と
の
交
流
を
は
じ
め

と
し
て
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
て
お
り
、
生
徒
の
人
気
を
集
め

て
い
る
。

体
育
館
で
１
年
生
の
全
員
、
２
年
生
の
理
系
生
徒
が

集
い
、
各
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行

な
っ
て
い
た
。
１
・
２
年
生
合
同
で
の
中
間
発
表
の

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た
の
は
今
回
が
初

め
て
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
学
年
を
超
え
て
質
問

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
あ
う
な
ど
、
生
徒
に
と
っ
て
充

実
し
た
時
間
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
今

回
、
教
員
か
ら
発
表
の
形
式
な
ど
は
細
か
く
指
定

せ
ず
、
発
表
時
間
に
つ
い
て
も
ま
と
ま
っ
た
時
間

を
確
保
し
な
が
ら
各
グ
ル
ー
プ
で
流
動
的
に
発
表

を
回
す
よ
う
に
実
施
し
て
い
た
。
発
表
を
聞
い
て

い
る
生
徒
は
「
相
互
評
価
表
」
を
記
入
し
て
お
り
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
充
実
し
て
い
た
。
（
な
お
、
今
回

行
っ
た
中
間
発
表
の
の
ち
は
、
発
表
を
通
し
て
得

た
気
づ
き
や
も
ら
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
、
３

月
の
最
終
発
表
に
向
け
て
形
式
を
整
え
る
。
そ
の

後
は
実
験
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し
、
今
回

と
同
じ
よ
う
な
形
で
相
互
に
発
表
す
る
。
そ
の
中

で
優
秀
な
グ
ル
ー
プ
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
発
表
し
、

課
題
研
究
は
一
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
す
る
。
）

の
先
進
校
で
あ
る
北
見
北
斗

高
校
を
視
察
し
、
テ
ー
マ
設
定
の
導

き
方
や
生
徒
へ
の
働
き
か
け
と
い
っ

た
点
に
お
い
て
多
く
の
学
び
を
得

た
。
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
設
定
に
つ

い
て
は
、
本
校
の
「

」
で
生

徒
が
苦
労
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
で
あ
る
た
め
、
「
大
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
ま
ず
は
実
験
さ
せ
る
」
と
い
う
訪

問
校
の
取
り
組
み
方
は
非
常
に
参
考

に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
方
法
が
可
能
な

理
由
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
を
編
成

す
る
下
準
備
と
し
て
、
各
生
徒
の
興

味
の
あ
る
課
題
を
共
有
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
あ
ら
か
じ
め
「
こ

れ
を
研
究
し
た
い
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
類
似
す
る
目

標
を
持
つ
生
徒
と
グ
ル
ー
プ
を
編
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
探
究
心

の
深
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と

感
じ
た
。

京
都
府
立
桃

山
高
等
学
校

探
究
力
を
育
成
す
る
た
め
の
教
科
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
（

）
」
を
配
置
し
、
探
究
活
動
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
１
年
生
で
は
科
目
「

ベ
ー
シ
ッ
ク
」を
４
単
位
実
施
し
、
「
プ
レ
ゼ
ン
英
語
基

礎
」
、
「
サ
イ
エ
ン
ス
英
語
」
な
ど
の
語
学
に
関
す
る
取
組
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
英
語
の
基
礎
を
学
ん

だ
後
、
１
月
に
は
既
存
の
理
科
実
験
に
独
自
の
工
夫
を
取
り
入
れ
た
研
究
を
プ
レ
課
題
研
究
と
し
て
行

い
、
月
に
そ
の
研
究
を
英
語
で
発
表
す
る
取
組
（
英
語
口
頭
発
表
会
）を
行
っ
て
い
る
。

２
年
生
で
は
科
目
「

課
題
研
究
」
を
２
単
位
実
施
し
、
班
ご
と
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
探
究
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

２
年
生
の
探
究
活
動
に
つ
い
て
、
全
９
ク
ラ
ス
（
普
通
科
７
ク
ラ
ス
、
自
然
科
学
科
２
ク
ラ
ス
）
に
て
行
っ

て
お
り
、
普
通
科
ク
ラ
ス
の
探
究
活
動
は
、
３
つ
の
合
同
ク
ラ
ス
が
あ
り
、
生
徒
は
希
望
す
る
分
野
の
研

究
を
行
っ
て
い
る
。
１
つ
の
合
同
ク
ラ
ス
に
対
し
て
、

名
程
度
の
教
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

分
授
業
×
２
回
に
わ
た
る
時
間
で
週

回
の
探
究
活
動
を
行
い
、
こ
の
時
間
帯
に
は
、
理
科
室
の

他
、
特
別
教
室
、
校
内
施
設
を
使
用
し
て
い
る
。
生
徒
が
外
出
す
る
場
合
は
、
管
理
職
の
許
可
を
得
て

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
班
で
使
用
し
た
い
実
験
の
器
材
等
に
つ
い
て
は
、
購
入
の
申
込
書
を
提
出
さ

せ
て
い
る
。

多
く
の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
が

届
く
が
、
重
点
的
に
取
り
組

み
た
い
内
容
に
つ
い
て
は
生

徒
へ
の
周
知
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
。
特
に
、

月
に

行
わ
れ
る

情
報
交
換

会
、
日
本
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
科
学
の
甲
子
園
に
つ
い

て
重
点
的
に
参
加
を
促
し
て

い
る
。

研
修
旅
行
と
し
て
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
５
泊
６
日

で
行
き
、
研
究
発
表
（
代

表
生
徒
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
）
や
学
校
交
流
を
実

施
し
て
い
る
。
来
年
度

に
つ
い
て
は
、
台
湾
に

行
く
こ
と
を
計
画
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

探
究
活
動
を
全
ク
ラ
ス
で
取
り
組
む
う
え
で
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
時
間
割
の
工
夫
が
さ
れ
て
お

り
、
特
に
理
科
や
英
語
の
職
員
に
限
ら
ず
、
各

教
科
の
職
員
が
探
究
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る

仕
組
み
が
魅
力
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
端
の

実
験
機
器
に
と
ら
わ
れ
ず
、
身
近
な
材
料
を
使

っ
て
研
究
を
進
め
て
い
る
こ
と
や
、
科
学
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
（
「
課
題
」
、
「
仮
説
」
、
「
検
証
」
、
「
結

果
」
、
「
考
察
」
の
流
れ
）
が
で
き
て
い
れ
ば
、
テ

ー
マ
と
す
る
分
野
は
理
科
の
内
容
に
限
ら
な
く

て
も
よ
い
こ
と
な
ど
、
参
考
と
な
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

ＳＳＨ通信「情熱メラーキ」

我
去
了
台
灣
交
通
大
學

（
台
湾
交
通
大
学
に
行
き
ま
し
た
） 

来
年
度

S
S
H
海
外
研
修
旅
行
の
下
見
に
台
湾
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
写
真
で
報
告
し
ま
す
。
 

行
程

 
 

T
S
M

C
 m

u
s
e
u
m

 

1
/
1
9
（日

）
 

1
/
2
0
（月

）
 

  1
/
2
1
（火

）
 

台
湾
交
通
大
学
に
て
打
合
せ
・
学
内
見
学

 

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
内
の

T
S
M

C
 m

us
e
um

見
学

 

科
学
園
区
探
索
館
・科

技
生
活
館
見
学

 
 

新
竹
高
級
中
学
訪
問
、
新
竹
市
内
見
学

 

大
学
実
験
体
験
コ
ー
ナ
ー
見
学

 
 

国
立
台
湾
科
学
教
育
館
見
学

 

 
 

台
湾
で
見
た
光
景

 
T
S
M

C
 m

us
e
um

 
正
面

 
館
内
の
構
成
紹
介

 

 
 

 

 

大
学
近
く
の
街
並
み

 
空
港
で
発
見
し
た

S
D
G
ｓ
 

V
R
体
験

 
半
導
体
技
術
の
発
展
の
紹
介

 

 
 

 
 

 

台
湾
交
通
大
学

 

 
 

 
 

 
 

 

科
学
二
館

 
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木

 
平
松
教
授
（
中
央
）と
石
原
（左

）・
宮
原
（右

） 
学
内
の
お
し
ゃ
れ
な
レ
ス
トラ
ン

 
北
大
門

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

実
験
体
験
コ
ー
ナ
ー
（物

理
）

 
実
験
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
あ
る
建
物

 
プ
ラ
ズ
マ
ボ
ー
ル

 
図
書
館
内

 
購
買
（タ
ピ
オ
カ
も
買
え
ま
す
） 

 
 

 

科
学
園
区
探
索
館

 
新
竹
高
級
中
学

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

外
観

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
発
展
の
説
明

校
舎

 
正
門

 

 

 

半
導
体
工
場
の
機
械
の
仕
組
み

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
展
示

 
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

剣
道
館

 

令
和

２
年

３
月

３
日

発
行

 

－ 72 －



 
 

   
  

  

                   

LE
D
栽

培
に

関
す
る

研
究

 

新
開
康
生

 
中
西

健
太

 
深
澤
優

希
 
三

木
日
南

太
 
山

本
真
聖

 
1
動

機
 

私
た
ち
は
、

SD
G

s
の
「
飢

餓
を
ゼ
ロ
に
」（

2）
と
の
目

標
を
テ
ー
マ
に
選
び
ま
し
た
。

 

世
界
で
は
今
、
食

料
危

機
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
食

糧
危

機
の

解
決
と
し
て
我

々
が
注

目
し
た
の
が
野

菜
な
ど
の

LE
D
栽

培
で
す
。

LE
D
栽
培
は
太

陽
光
の
代
わ
り
に

LE
D
照

明
を
用
い
て
植

物
を
栽

培
す
る
方

法
で
、
栄

養

価
の
高
い
野

菜
を
生

産
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。
食

糧
危

機
に
お
い
て
は
食

糧
の
量
と
質
を
確

保
す
る
こ
と
が
重

要
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

LE
D
栽

培
は
砂

漠
化
が
進

行
し
元

来
植
物
の
栽

培
が
難
し
い
地

域
な
ど
に
お
い
て
も
安

定
し
て

栄
養

価
の
高
い
野

菜
の
生

産
が
可

能
と
な
る
か
ら
で
す
。

 

2
目

的
及
び
仮

説
 

本
研

究
に
お
い
て
は

LE
D

栽
培
の
う
ち
、

光
の
色
が
植

物
の
成

長
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
実

験
で
は
植

物
に
当
て
る
光
の
色
に
よ
り
植

物
の
成

長
に
違
い
が
生
じ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
、
研

究
テ
ー
マ
を
検

証

し
ま
し
た
。
我

々
の
班
で
は
、
光
は
様

々
な
長
さ
の
波

長
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
光
の
色
に
よ
り
植

物
の
成

長
に

違
い
が
生
じ
る
と
の
仮

説
を
立
て
ま
し
た
。

 

3
材

料
 

今
回
の
実

験
に
お
い
て
は
、
成

長
が
早
く
、
安

価
で
あ
る
カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
を
使

用
し
ま
し
た
。

 

カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
の
種

・
試

験
管

・
脱

脂
綿

、
カ
ラ
ー
セ
ロ
フ
ァ
ン

(赤
 
青

 
緑

)・
LE

D
照

明
・
水

 

4
方

法
 

①
各

色
2
本
の
試

験
管
に
カ
ラ
ー
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
巻
く
。

光
を
当
て
な
い
も
の
は
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
巻
く
。

 

②
試

験
管
に
水
に
浸
し
た
脱

脂
綿
・
カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
の
種
を
お
く
。

 

③
上

部
よ
り

LE
D
照

明
を
日

照
24

時
間
で
照

射
す
る
。

 

④
7
日

後
、
試

験
管
か
ら
出
し
、
伸

長
の
差
を
計

測
・

観
察
す
る
。

 

な
お
本

来
的
に
は
発

芽
す
る
ま
で
は
暗

所
に
種
を
置
き
ま
す
が
、
実

験
の
他
の
条

件
を
均

一
に
す
る
た
め
、
発

芽
も
照

明

を
照

射
し
た
状

態
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。

 

  

5
結

果
 

グ
ラ
フ

1
の
通
り
カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
の
伸

長

は
青
・
赤
・
緑
・
無
の
順
と
な
り
、
青
・
赤
の
結

果

が
突

出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

6
考

察
 

セ
ロ
フ
ァ
ン
の

色
に
よ
り
、

伸
長
の

差
が

見
ら

れ
た
と
の

結
果
よ
り
、

光
の

色
の

違
い
が

植
物
の

成
長
に
関

係
し
て
い
る
と
考
え
ま
し
た
。

 

ま
た
カ
イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
の

伸
長
が

青
、

赤
、

緑

の
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
青
と
赤
の
光
が
植

物
の
成

長
を
促
す
と
考
え
ま
し
た
。
な
お
ど
の
種

類
の
光
か
ら
も
種

子
が
発

芽
し
た
こ
と
よ
り
、
発

芽
に
お
い
て
は
光
は
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

光
の
色
の
種

類
に
よ
り
、
伸

長
差
が
見
ら
れ
た
た
め
、
光
の
色
が
植

物
の
成

長
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
の
仮

説
通
り
の
結

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

今
回
の
実

験
に
お
い
て
は
、
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
用
い
た
簡

易
的
な
光

色
を
照

射
し
た
た
め
、
単

色
光
を
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
は
発

光
色
の
異
な
る

LE
D
を
使

用
し
実

験
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 

ま
た
観

察
し
た
期

間
は

1
週

間
で
あ
り
、
種

子
の
栄

養
分
で
成

長
し
て
い
る
可

能
性
も
否
め
な
い
た
め
、
期

間
を
の
ば

し
実

験
を
行
う
必

要
も
あ
り
ま
す
。

 

7
参

考
文

献
 

・
原

田
綾
香
（

20
18
）

LE
D
照

明
に
よ
る
植

物
の
成

長
（
平

成
29

年
日

本
科

学
学

生
賞

神
奈
川

審
査
会

入
賞
研

究
集
）

 

・
特

集
ハ
イ
・
パ
ワ
ー

・
高

輝
度

LE
D
の
研

究
 

ht
tp

:/
/t

or
ag

i.
cq

pu
b.
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or
ta

ls
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0/
ba

ck
nu

m
be
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20

07
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08
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08

8.
pd

f
最

終
閲

覧
日

20
19

/1
2/

30
 

・
玉

川
大
学

・
玉
川

学
園

 “
LE

D
”で

育
て
る
新
し
い
農

業
の
か
た
ち

 

ht
tp

:/
/w

w
w

.t
am

ag
aw

a.
jp

/e
de

ca
ti

on
/d

re
am

_u
ni

/d
et

ai
l_

43
76

.h
tm

l
最

終
閲
覧

日
20

19
/1

2/
30

来
年
度
の
探
究
活
動
は
ど
う
な
る
？
？

 
M

er
ak

iⅡ
で
は
、
新
た
な
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
研
究
し
た
い
か
、
今
の
う
ち
に
考
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
３
年
生
の
探
究
活
動
で
は
、
３
年
間
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
4
月
か
ら
は

M
er

ak
iⅠ

の
後
輩
も
で
き
ま
す
。
後
輩
た
ち
の
期
待
を
背
中
に
受
け
な
が
ら
、
新
し
い
道
を
切
り
拓
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

 

～
研

究
テ

ー
マ

～
 

１
組

 
外
来
種
を
食
べ
よ
う

 
～
牛
乳
で
在
来
種
を
救
う
～

 

２
組

 
地
球
に
優
し
く
暑
さ
を
解
消
し
た
い

 

３
組

 
パ
ン
酵
母
で
汚
れ
を
分
解
！
？

 

４
組

 
デ
ン
プ
ン
の
可
能
性

 

５
組

 
G
e
ne

ra
te

 E
le

ct
ri
c
it
y
 f

ro
m

 S
o
un

d
 

６
組

 
納
豆
菌
に
よ
る
栽
培

 

７
組

 
廃
棄
食
品
を
減
ら
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
保
存

 

各
ク

ラ
ス
の

代
表
者

の
発
表

と
い
う

こ
と

も
あ

り
、
プ

レ
ゼ

ン

の
合

間
に
も

、「
お

～
」

と
湧
き

あ
が
る

場
面

も
。

 

質
問

も
鋭

い
も

の
が

多
く

、
白

熱
し

ま
し

た
。

 

3
月

13
日

 

川
崎
地
区
成
果
発
表
会
（
県
立
川
崎
高
等
学
校
）

 
3
月

17
日

 

探
究
活
動
成
果
発
表
会

（
多
摩
市
民
館
）

 
3
月

20
日

 

か
な
が
わ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
横
浜
国
立
大
学
）

 
3
月

20
日
・

21
日

 

つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
エ
ッ
ジ

（
つ
く

ば
国

際
会

議
場
）

 

ht
tp
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//e
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r.j
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/a
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ut
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ht
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w
w

w.
ci
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ak
i.j

p/
ta

m
a/

pa
ge

/0
00

00
31

98
5.

ht
m

ht
tp

s:
//k

aw
as

ak
i-h

.p
en

-k
an

ag
aw

a.
ed

.jp
/in

de
x.

ht
m

l 

各
ク

ラ
ス

の
代

表
者

が
、

視
聴

覚
室
で

成
果

を
発

表
！

！
 

２
月
２
５
日
（
火
）

 

一
年

間
の

研
究

成
果

を
論

文

に
し
て
記
録
に

残
し
ま
す

。
3

月
に

行
わ

れ
る

校
外

発
表

の

代
表

に
選

ば
れ

る
最

後
の

機

会
で
し
た
。
す

べ
て

の
グ
ル

ー

プ
に

選
ば

れ
る

チ
ャ

ン
ス

が

あ
り
ま
す

！
！

 

BY
O

D
に

基
づ

い
て
、
各
自

の
ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

校
内

W
i-F

iに

接
続

し
、

共
有

フ
ァ

イ
ル

で
論

文
を

同
時

編
集

！
リ

ア
ル
タ

イ
ム

で

お
互

い
が
入

力
し
た

様
子
が

わ
か
り

、
集

中
し

て
取

り
組
み

ま
し
た

。 

「
い

よ
い

よ
校

外
で

の
発

表
！

」
の

は
ず

で
し

た
が

…
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の
た

め
、

次
の

と
お

り
予

定
し
て

い
た

発
表

会
は
、
中

止
も
し

く
は

延
期

と
な

り
ま

し
た
。

 

共
有

フ
ァ

イ
ル

で
作

成
し

た
論

文
を

紹
介

！
！

 

２
月
６
日
（
木
）

 

前
進
あ
る
の
み
！

 20
20

年
度

に
つ

づ
く
 

 

 
 

ス
ー
パ

ー
サ
イ

エ
ン

ス
ハ
イ

ス
ク

ー
ル
初

年
度

も
、
い

よ
い

よ
年
度

末
を

む
か
え

ま
し

た
。

20
20

年
に

入
っ
て

か
ら

の
活

動
を

振
り

返
っ

て
み

ま
し
ょ

う
。

            
～
感
想
（
抜
粋
）
～

 
た
く
さ
ん
友
達
と
対
戦
を
し
て
、
試
行
錯
誤
を
し
て
ど
ん
ど
ん
良
い
物
に
し
て
い
く
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
い
つ
か
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
／
改
善
を
繰
り
返
し
て
ロ

ボ
ッ
ト
が
強
く
な
っ
て
い
く
の
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
る
で
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
／

IT
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
重
要
に
な
る
（
既
に
な
っ
て
い
る
か
も
）
の
で
、

こ
の
教
室
で
学
べ
て
良
か
っ
た
で
す
。
／
実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し
た
も
の
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
作
と
し
て
表
現
さ
れ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し
た
と
い
う
実
感
が
わ
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
／
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
複
雑
な
動
作
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
ま
ず
は
簡
単
な
動
作
を
覚
え
て
、
初
歩
的
な
ミ
ス
を
無
く
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
今
日
は
楽
し
い
会
を
開
い
て
頂
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
  

   
  

  
 

 
 

 
 

 
  

               

第
号
（
令
和
元
年
度
最
終
号
）

令
和

年
月

日
発

行

◀
 神

奈
川

県
立

青
少

年
セ

ン
タ

ー
よ

り
講

師
の

先
生

３
名

を
お

招
き

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

▲
 プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

を
行

っ
た

ロ
ボ

ッ
ト

同
士

が
ぶ
つ
か
り
合
う
バ
ト
ル
（
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
）
で

は
、
会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！

 

模
擬

試
験
の

あ
と

、
希

望
者
を

対
象

に
2
時

間
に
わ

た
り
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ
教

室
を
実
施

し
ま

し
た
。 

募
集

定
員
は

20
名

、
12

月
25

日
に

Cl
as

si
で

受
付
を

開
始

し
て

、
即
日

申
込
を
し

た
生

徒
も

！
！

 
応

募
は

定
員

を
上
回

り
、
当
日

は
25

名
が
参

加
し
ま

し
た

。
 

G
oo

d 
jo

b 
シ
ー

ト
で
相

互
評

価
！

 

～
研
究
テ
ー
マ
（
抜
粋
）
～

 
紫
外
線
の
効
率
的
な
カ
ッ
ト
の
仕
方

 

ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
の
防
音
グ
ッ
ズ
の
研
究

 

ニ
ョ
き
に
ょ
キ
し
ょ
く
ぶ
つ

S
O

D
A

T
U
つ
ち
ぃ
ー

 

タ
ピ
活
に
潜
む
闇
・
・
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題

 

影
響
力
の
あ
る

C
M
っ
て
何
だ

 

言
語
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
語
学
の
勉
強
に
つ
な
が
る
か

 

１
年
生
は
４
択
ク
イ
ズ
で
事
前
学
習
！

 
２
年
生
は
体
育
館
に
集
ま
り
…

 

一
斉
に
ポ
ス
タ
ー
発
表
！
！

 
ど

の
ポ
ス
タ
ー
に
も
、

 

表
や
イ
ラ
ス
ト
の
工
夫
が
み
ら
れ
ま
す
。

 

◀
 富

士
ソ

フ
ト

が
開

発
し

た
ロ

ボ
ッ
ト
「

pr
or

o」

を
使

用
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

体
験
！

 

▲
 会

議
室

は
後

方
ま

で
埋

ま
り

ま
し
た
。
先
生
方
に
も
た
く
さ
ん

ご
参
観
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

ク
ラ
ス
で
発
表
会
を
行
い
、
一
年
間
の
研
究
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
わ
か
り
や

す
い
ス
ラ
イ
ド
、
興
味
が
わ
く
演
出
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

の
個
性
が
出
て
い
ま
し
た
。

 
1
グ
ル
ー
プ
の
発
表
は

5
分
、
入
れ
替
え
の
時
間
も
含
め
て
、
お
よ
そ

10
グ
ル
ー

プ
が
発
表
を
す
れ
ば
、
時
間
は
ぎ
り
ぎ
り
で
し
た
。
時
間
内
に
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
こ
と

も
、
プ
レ
ゼ
ン
力
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

 
お

互
い

の
発

表
を

聴
き

な
が
ら

お
互

い
の

良
か

っ
た

と
こ
ろ

や
改

善
す

る
と

よ
い

と

こ
ろ
を
指
摘
し
あ
い
ま
し
た
。

 

当
日
の
３
時
間
目
、

1
年
生
は
視
聴
覚
室
に
て
来
年
度
の
研
修
旅
行
の
事
前
学
習
を
行
い
、

 
２
年
生
は

体
育
館
に
て
探
究
活
動
成
果
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
体
育
館
の
壁
に
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

 

台
湾

、
行

こ
う

！
（
台
湾

視
察

1/
19

～
1/

21
を
終

え
て

石
原
徳
子
先

生
よ
り
）

前
号
で
海
外
研
修
下
見
の
報
告
を
し
ま
し
た

。「
そ
も
そ
も
な
ん
で
台
湾
？
」
と
思
っ
た
人
！
今
回
お
世
話
に
な
る
平
松
先
生
は
、
私
の
高

校
の
同
級
生
で
す
！
高
校
時
代
は
な
ん
の
面
識
も
な
か
っ
た
の
に
、
部
活
の
友
達
が
話
題
に
し
て
い
た
「
台
湾
の
大
学
で
教
え
て
る
ヤ
ツ
」
の
存
在
を
知
り
、
そ
の
場
で
連
絡
を
と
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
人
類
皆
兄
弟
！

 

ほ
ぼ
初
対
面
の
下
見
の
時
に

、「
こ
の
程
度
の
知
り
合
い
に
、
こ
ん
な
に
神
対
応
！
大
学
の
先
生
な
の
に
、
全
然
偉
そ
う
に
し
な
い
し
ね
！
」
と
、
言
っ
て
み
ま
し
た
。
下
見
だ
け
で
な
く
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
や
相
談
な
ど
、

メ
ー
ル
で
か
な
り
の
時
間
と
手
間
を
取
ら
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
嫌
味
や
皮
肉

を
言
わ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
の
で
す
！
平
松
君
の
答
え
は
「
ほ
ん
ま
に
す
ご
い
人
に
会
っ
て
き
た
か
ら
か
な
」
で
し
た
。
平
松
君
は
大
学

に
入
っ
た
時

、「
ホ
ン
マ
に
頭
の
え
え
や
つ
は
す
ご
い
」
と
、
衝
撃
を
受
け
た
そ
う
で
す
。
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
、
逆
立
ち
し
て
も
か
な
わ
な
い
、
そ
ん
な
頭
の
良
さ
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
。「

し
ば
ら
く
茫
然
と
し
て
た
ん
や
け

ど
、
ま
た
い
つ
も
の
よ
う
に
頑
張
る
か
ぁ
と
思
っ
て
や
っ
て
き

た
。
だ
か
ら
、
別
に
他
人
に
威
張
る
ほ
ど
、
偉
く
な
い
っ
て
知
っ
て
る
か
ら
か
な

」
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
こ
の
先
生
に
会
え
る
だ
け
で
も
、
み
な
さ
ん
は
台
湾
に

行
く
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
挫
折
し
な
い
人
で
は
な
く
、
寛
容
に
人

を
受
け
入
れ
ら
れ
る
人
…
ぜ
ひ
台
湾
で

、「
本
物
」
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
！

 

1
月

2
8
日
（
火
）

 

 

１
月

2
4
日
（
金
）

 

２
月
４
日
（
火
）
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令
和
２
年

月
日
発
行

 
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
生
物
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
、
物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
案
内
が
来
て
い
ま
す
。
参
加
す
る
だ
け
で
も
す
ご
く
良
い
経
験
に
な
る
は
ず
！

 
 

 
申
し
込
み
期
間

 
予
選

 
本
選

 

数
学
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク

 
20

20
年

6
月

1
日

(月
)

～
10

月
31

日
(土

) 
20

21
年

1
月

11
日

(月
) 

20
21

年
2
月

11
日

(木
) 

生
物
学

オ
リ
ン

ピ
ッ

ク
 

20
20

年
6
月

1
日

(月
)

〆
切

 
20

20
年

7
月

19
日

(日
) 

20
20

年
8
月

20
日

(木
)

～
8月

23
日

(日
)＠

広
島

 

化
学
グ

ラ
ン
プ

リ
 

20
20

年
6
月

8
日

(月
)

〆
切

 
20

20
年

7
月

23
日

(木
) 

20
20

年
8
月

18
日

(火
)

～
8月

20
日

(木
)＠

秋
田

 

物
理
チ

ャ
レ
ン

ジ
 

20
20

年
5月

25
日

(月
)

〆
切

 

実
験
課
題
レ
ポ
ー
ト

 
20

20
年

6
月

26
日

(金
)〆

切
 

理
論
問
題
コ
ン
テ
ス
ト

 
20

20
年

7
月

12
日

(日
) 

20
20

年
8
月

19
日

(水
)

～
8月

22
日

(土
)＠

岡
山

 

※
申
し
込
み
期
間
等
、
今
後
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

～
新

入
生

の
皆

さ
ん

へ
～

 
 新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

 
さ
て
、
多
摩
高
校
で
は
昨
年
度
よ
り
指
定
を
う
け
た
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（

SS
H）

に
関
す
る
活
動

を
、
校
内
通
信
に
し
て
定
期
的
に
配
信
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
こ
の
通
信
「
情
熱

メ
ラ

メ
ラ

メ
ラ
ー
キ
」
で
す
。
探
究
活
動
の
様

子
、
発
表
の
成
果
、

SS
H
行
事
の
感
想
な
ど
本
校
の

SS
H
の
活
動
を
主
な
記
事
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
本
校

SS
H
担
当
職
員
の
指
導
の
下
、
ク
ラ
ス
の
担
当
係
（

M
er

ak
i係

）
の
生
徒
が
文
章
作
成
も
し
く
は

編
集
を
行
い
ま
す
。
完
成
し
た
紙
面
は
、
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（

Cl
as

si）
に
て
、
全
校
生
徒
お
よ
び
保
護
者
に

配
信
し
、
各
教
室
お
よ
び
校
内

SS
H
コ
ー
ナ
ー
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

 
昨
年
度
は
定
期
発
信
１
１
回
と
号
外
１
回
の
計
１
２
回
の
配
信
を
行
い
ま
し
た
。
（
号
外
で
は
、
本
校

SS
H
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集
し
、
そ
の
投
票
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
）

 
情
熱

メ
ラ

メ
ラ

メ
ラ
ー
キ
を
作
っ
て
み
た
い
！
と
思
っ
た
人
は
ぜ
ひ

M
er

ak
i係

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
作

成
し
て
い
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

 
  ▲

ゆ
る

キ
ャ

ラ
（

）

ま
ず
は
一
歩
を

踏
み
出
し
て
！

 

▲
コ
ー
ナ
ー
の
様
子

令
和

年
月

日
発

行

新
年

度
第

号
の

情
熱

メ
ラ

ー
キ

で
す

。
今

年
も

多
く

の
情

報
を

発
信

し
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

M
er

ak
i

メ
ラ

ー
キ

 L
ab

ラ
ボ

 
が

で
き

ま
し

た
 

 
中

央
棟

2F
の

PC
教
室

横
に

、「
M

er
ak

i L
ab

」
が

で
き

ま
し

た
。

SS
H

に
関

す
る

活
動

で
役

に
立

つ
資

料
を

置
い

た
り

、
W

i-F
i
環

境
を

整
え

て
情

報

収
集

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
り

と
、

生
徒

が
自

由
に

利
用

し
て

探
究

活
動

で
き

る
よ

う
な

教
室

を
目

指
し

て
い

ま
す

。
新

２
・

３
年

生
は

す
で

に
Cl

as
si

に

M
er

ak
i L

ab
の

使
用

希
望
者

の
グ

ル
ー

プ
が
あ

り
、
校
外

で
行

わ
れ

る
イ
ベ

ン

ト
や

コ
ン

テ
ス

ト
の

情
報

を
発

信
し

て
い

ま
す

。
新

１
年

生
の

利
用

希
望

者
も

後
日

募
集

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
上

級
生

と
一

緒
に

議
論

し
た

り
、

２
、

３
年

生
も

新
た

に
研

究
し

た
り

で
き

る
と

い
い

で
す

ね
。

１
年

生
で

興
味

が
出

て
き

た
方

は
、
ぜ

ひ
登
録

し
て
く
だ

さ
い

ね
。

 
M

er
ak

i L
ab

に
は

3D
プ
リ

ン
タ

ー
も

設
置
し

て
い
ま
す

。
ど

の
よ

う
に
使

用
す
る
か

は
現

在
検

討
中
で

す
。
ま
た

、
マ

イ
ク

ロ
ビ

ッ
ト

と
い
う

プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ

キ
ッ

ト
も

そ
ろ
え

ま
し
た
。
ち

ょ
っ

と
触

っ
て

み
た
い
と

い
う

人
も

大
歓
迎

で
す
。
今

後
、
皆

さ
ん

が
使

い
方

を
マ
ス

タ
ー
し

、
SS

H
の

活
動

に
お
い

て
効
果

的
な

使
用

が
で

き
れ
ば

良
い
で
す

ね
。

楽
し

み
で
す

。
 

  
令

和
2
年

3
月

23
日

、
SS

H
の

活
発
な

活
動
を

評
価
し

て
い

た
だ

き
、
神

奈
川
県
教

育
委

員
会

よ

り
表

彰
状
を

い
た
だ

き
ま
し
た

。
昨
年

１
年
間

の
活
動

も
、
生

徒
の

皆
さ
ん

が
一
生

懸
命

に
取

り
組

ん
で

く
れ

た
こ
と

と
、
そ

の
取

り
組

み
を

様
々

な
形
で

発
信
し
て

き
た

こ
と

が
、
素

晴
ら

し
い

成
果

に
つ

な
が

っ
て

い
ま
す

ね
。

 
４

月
か

ら
、

多
摩

高
校
の

SS
H

の
活

動
も
２

年
目
に

入
り

ま
し

た
。

昨
年

度
の
活

動
に

加
え

て
、

新

し
い

取
り
組

み
の
準

備
も
進
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
新

型
コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の
影

響
で
臨
時

休
業

が
続

い
て

い
る

状
況
で

は
あ
り

ま
す
が
、
新

１
年

生
を
迎

え
入
れ

、
さ

ら
に

パ
ワ

ー
ア
ッ

プ
し
た
活

動
が

で
き

る
よ

う
、

今
後
も

み
ん
な

で
挑
戦
し

た
く

さ
ん

発
信
し

て
い
き
ま

し
ょ

う
。

 
  

多
摩

高
校

で
は
、「

総
合
的

な
探

究
の
時

間
」
と
「

情
報

」
を

融
合
し

た
学

校
設

定
教

科
を

設
置
し

、
探
究

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。
そ

の
学

校
設
定

教
科
の

名
称
を

M
er

ak
i(メ

ラ
ー
キ

)と
い

い
ま

す
。

M
er

ak
iは

ギ
リ

シ
ャ

語
の
「
情

熱
」

で
す

。
M

er
ak

iで
は
、

SD
G

s（
国
連

が
採

択
し

た
20

30
年

ま
で

に
達

成
し

た
い
持

続
可
能

な
開

発
目

標
）

の
視

点
を

踏
ま

え
た
探

究
活
動

を
行

っ
て
い

ま
す
。

SD
G

s
は

大
き

な
テ

ー
マ

で
す
が
、

そ
こ

か
ら
考

え
ら
れ

る
社

会
の

課
題

を
身

近
な

も
の

で
解

決
で

き
な

い
か

と
考

え
、

仮
説

の
設

定
の

仕
方

か
ら

、
実

験
の

方
法

、
記

録
の

取
り

方
、

考
察
、
発

表
ま

で
、

段
階

的
に
学

習
し

て
い

ま
す

。
 

M
er

ak
i L

ab
入
口

の
表

札
 

3D
プ

リ
ン

タ
ー

 

M
e
r
a
k
i（
メ
ラ
ー
キ
）と
は
？

 

 

メ
ラ

ー
キ

ゆ
る

キ
ャ

ラ
「

デ
メ

ー
キ
」
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令
和

年
月

日
発
行

 
外

出
自

粛
が
続

く
中

、
皆

さ
ん

は
ど

の
よ
う

な
毎

日
を

送
っ

て
い

ま
す
か

？
オ

ン
ラ

イ
ン

で

人
と
つ
な
が
っ
た
り
、
家
事
を
手
伝
っ
た
り
、
家
で

楽
し
め
る
こ
と
を
探
し
た
り
と
、
楽
し
く
快

適
に
過
ご
す
た
め
に
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
毎
日
に
、
今
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る

SD
G

sチ
ャ
レ
ン
ジ
を
加
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

 
全

国
の

学
校
が

臨
時

休
業
に
な

っ
た

こ
と
を

受
け

て
、
金
沢

工
業

大
学
が

学
生

団
体

SD
G

s 
G

lo
ba

l Y
ou

th
 I

nn
ov

at
or

s(
G

YI
s)
と
連
携
し
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
、
家
に
い
な
が

ら
SD

G
sを

学
び
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
「

ST
AY

 H
O

M
E 

fo
r S

D
G

s ~
お
う
ち
で
取
り
組
む

17
日
間

SD
G

sチ
ャ
レ
ン
ジ

~」
と
い
う
学
習
教
材
を
開
発
し
ま
し
た
。
今
回
は
今
す
ぐ
始
め
ら
れ

そ
う
な

2
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

 
★

「
ST

AY
 H

O
M

E 
fo

r S
D

G
s 
～

お
う
ち

で
取

り
組

む
17

日
間

SD
G

sチ
ャ

レ
ン

ジ
～

」
活
動

の
例

 

G
o
a
ls

 
 

 

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に

よ
っ
て
起
こ

る
変
化

 

食
糧
が
安
全
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
か
不
安
に

な
り
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
に
買

い
占
め
に
よ
る
混
乱
が
起
き
る
。

 

家
で
食
事
を
す
る
回
数
が
多
く
な
る
ほ

ど
、
家
で
出
る
食
品
ロ
ス
の
量
も
多
く
な

っ
て
し
ま
う
。

 

お
う
ち
で

 

取
り
組
め
る

行
動

 

自
分
の
食
糧
は
少
し
で
も
自
分
で
確
保
で
き

る
よ
う
に
、
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ

ュ
、
豆
苗
等
の
簡
単
な
も
の
か
ら
野
菜
を
育

て
て
み
よ
う
。
そ
の
後
、

1
年
間
の
栽
培
計

画
を
立
て
て
み
よ
う
。

 

野
菜
の
切
れ
端
等
を
使
っ
て
保
存
が
き
く

ピ
ク
ル
ス
や
干
し
野
菜
（
干
芋
な
ど
）
を
作

ろ
う
。

 

 こ
の
ほ
か
に
も
、
各
ゴ
ー
ル
に
基
づ
い
た
活
動
の
提
案
と
、
大
学
生
に
よ
る
お
も
し
ろ
い
ヒ
ン
ト
動
画
が
随
時
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

K
IT

金
沢
工
業
大
学

SD
G

s
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 (
ht

tp
s:

//w
w

w.
ka

na
za

w
a-

it.
ac

.jp
/sd

gs
/)を

検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 
             参

考
 

国
際

連
合

広
報

セ
ン

タ
ー

ht
tp

s:
//w

w
w.

un
ic

.o
r.j

p/
ac

tiv
iti

es
/e

co
no

m
ic

_s
oc

ia
l_

de
ve

lo
pm

en
t/s

us
ta

in
ab

le
_d

ev
el

op
m

en
t/2

03
0a

ge
nd

a/
 

K
IT

金
沢
工

業
大

学
SD

G
s推

進
セ
ン

タ
ー

ht
tp

s:
//w

w
w.

ka
na

za
w

a-
it.

ac
.jp

/sd
gs

/ 
  

SD
G

sと
は
、
「

Su
st

ai
na

bl
e 

D
ev

el
op

m
en

t G
oa

ls
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）」

の
略
称
で
す
。

20
30

年
ま
で

に
持
続
可
能

で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
た
め
の
国
際
目
標

と
し
て

国
連
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
上

、
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い

こ
と
を
念
頭
に
定
め
ら
れ
た
「

17
の
目
標
」

（
上
記

ア
イ
コ
ン
参
照
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

。
 

こ
の

SD
G

sに
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
多
摩
高
校
で
は

1
学
年

を
対
象
に
、
教
科
横
断
的
に

SD
G

s
を
学
び
考
え
る

「
SD

G
s D

ay
s」

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

も
探
究
活
動

M
er

ak
iや

SS
H

の
活
動
で
も

SD
G

s
を
意

識
し
て

学
び
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

メ
ラ

ー
キ

ゆ
る

キ
ャ

ラ
「

デ
メ

ー
キ

」
 

G
o
a
l 
2
 

飢
餓
を
ゼ
ロ
に

 

G
o
a
l 
1
2

 

つ
く
る
責
任

  

つ
か
う
責
任

 

情
熱
メ
ラ
ー
キ
の
先
月
号
で
、
「

（
メ
ラ
ー
キ
ラ
ボ
）
」
が
完
成
し
た

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
年
も
科
学
の
甲
子
園
な
ど
の
準
備
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
メ
ラ
ー
キ
ラ
ボ

に
参
加
し
た
い
人
を
募
集
し
ま
す
。

す
で
に

、
年
生
で
登
録
し
て
く
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、

年
生
も
含
め
て
、

後
日

で
募
集
を
か
け
ま
す

の
で
、
見
逃
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
科
学
に
興

味
の
あ
る
人
、
科
学
の
研
究
を
し
て
み
た
い
人

は
も
ち
ろ
ん
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
て

み
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
る
人
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
け
ど

迷
っ
て
い
る
人

も
大

歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
登
録
し
て
み
て
く
だ
さ
い

。

    

令
和

年
月

日
発
行

 
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
S
S
H
）指
定
の
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
校
で
は
次
の

5
つ
の
視
点
か
ら
、
S
S
H
の
ビ
ジ
ョ
ン
（将
来
の
国
際
的
な
科
学
技
術

関
係
人
材
を
育
成
）に
向
け
た
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
実
施
の
形
態
は
工
夫
を
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

 

 ⓵
M

er
a
k
i（
メ
ラ
ー
キ
）
…
S
S
H
の

探
究

活
動
を

行
う
教
科

で
す

（
総

合
的
な

探
究
の
時

間
と

情
報

を
融
合

し
た
教
科

で
す

）
。

を
用

い
た
情

報
の

学
習

を
生
か

し
て
、
探

究
活

動
を
深

め
て
い

き
ま
す
。

⓶
教
科
横
断
的
な
学
習

…
探

究
活
動

の
充
実

の
た
め
、

国
際

性
や

プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ

的
思

考
を

育
む
な

ど
、
そ
れ

ぞ
れ

の
教

科
が
一

つ
の
目
標

を
目

指
し

て
授
業

を
行
い

ま
す

。
年

回
を
計

画
し
て
い

ま
す

。

③
海
外
研
修

…
グ

ロ
ー
バ
ル

人
材

の
育

成
の
た

め
、
希
望

者
を

対
象

に
、
海

外
の
研
究

施
設

に
て

探
究
活

動
を
行
い

ま
す

。
海

外
の
生

徒
と
協
力

し
た

実
験

や
、
オ

ン
ラ
イ

ン
で

の
情
報

交
換
な

ど
を
計
画

し
て

い
ま

す
。

④
T
A

M
A

 S
S
H
 
セ
ミ
ナ
ー

…
科

学
の

各
分
野

に
興
味
・

関
心

を
も

つ
た
め

の
講
座
で

す
。

世
代

に
分
か

れ
て
３
つ

の
コ

ー
ス

（
、

、
）
を
計

画
し

て
い
ま

す
。

j
u
n
i
o
r
s
 …

地
域
の

小
・
中
学

生
を

対
象

に
、
科

学
に
関
心

を
も

っ
て

も
ら
う

た
め
の
講

座
で

す
。

多
摩
高

生
も
教
え

る
側

と
し

て
参
加

で
き
ま
す

。

s
t
u
d
e
n
t
s…

多
摩
高

生
が
、
普

段
の

授
業

と
は
離

れ
て
、
科

学
の

世
界

を
楽
し

む
た
め
の

講
座

で
す

。
参
加

の
募
集
が

随
時

あ
り

ま
す
。

t
e
a
c
h
e
r
s…

「
学
び

は
一
生
の

も
の

」
先

生
た
ち

も
、
最
新

の
研

究
や

全
国
の

校
の

取
組

を
視

察
し
、

知
見
を
広

げ
ま

す
。

⑤
メ
ラ
ー
ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…

外
部

で
行
わ

れ
る
科

学
分

野
の

発
表

会
や
コ

ン
テ
ス
ト

に
チ

ャ
レ

ン
ジ
し

ま
す
。
そ

の
準

備
の

た
め
に

、
ラ

ボ
を
活

用
す
る

こ
と
が

で

き
ま

す
。

☆
そ

し
て
成

果
の
発

信
！
…
そ

れ
が

こ
の
情
熱
メ
ラ
ー
キ
で

す
。

                            ※
尚

、
写
真

は
昨
年

度
令
和

元
年

度
、

①
〜
⑤

に
該
当

す
る

活
動

・
事
前

調
査
に
取

り
組

ん
だ

と
き
の

様
子
で
す

。

⑤
「
科
学
の
甲
子
園
」
神
奈
川

県
大
会

第
4
位
‼ 

④
海
外
研
修
旅
行
の
下
見
で
台
湾
へ

 

⓶
希
望
者
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

 

③
教

科
横
断
的
な
学
習

(S
D

G
s 

D
ay

sの
様
子

) 
①

M
er

ak
i(メ

ラ
ー
キ

)の
様
子
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明
治
大
学
理
工
学
部
機
械
情
報
工
学
科

 
相
澤
哲
哉
先
生

(多
摩
高
校

31
期
卒
業
生

)(S
SH

運
営
指
導
委
員

) 
「
良
い
研
究
」
を
始
め
る
た
め
に
必
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
「
最
先
端
を
知
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
大
学
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の
分
野
の
最
先
端
を
行
く
「
論

文
」
を
読
む
こ
と
が
、
最
先
端
を
知
る
の
に
一
番
便
利
な
方
法
で
す
。
論
文
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
入
手
も
内
容
も
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
最
近
で
は
、

W
eb

上
で
の
検
索
で
様
々
な
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
の
検
索
の
と
き
に
、「

工
学
」
と
い
う
分
野
と
、
ど
の
よ
う
に
「
役
に
立
つ
」
の
か
、
ど
の
よ
う
に
「
最
先
端
」
な
の
か
を
意

識
す
る
こ
と
で
、
検
索
に
使
う
キ
ー
ワ
ー
ド
、
検
索
の
結
果
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
ど
ん
な
大
学
に
、
ど
ん
な
○
○
工
学
の
学
部
や
学
科
が

あ
り
、
そ
こ
の
先
生
が
何
を
研
究
し
、
ど
の
よ
う
に
「
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
」
そ
う
と
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
に
先
立
っ
て
、
一

度
調
べ
て
お
く
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 
皆
さ
ん
が
い
ま
高
校
で
学
ん
で
い
る
こ
と
は
、
そ
の
多
く
が
「
受
験
の
た
め
」
「
成
績
の
た
め
」
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
的
に
「
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
」
た
め

に
「
役
に
立
つ
」
は
ず
で
す
。
今
度
の
理
系
科
目
の
授
業
で
は
、
担
当
の
先
生
に
是
非
、「

先
生
、
こ
れ
は
何
の
役
に
立
つ
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

 

命
令

行
の

セ
ル

幅
を

固
定

す
る

。

列
の

セ
ル

幅
を

行
と

一
致

さ
せ

る
。

使
用

す
る

行
は

 1
 か

ら
 3

3 
ま

で

使
用

す
る

列
は

 A
 か

ら
 T

 ま
で

次
に

色
に

し
た

い
と

こ
ろ

の
セ

ル
色

を
変

え
る

。

次
に

色
に

し
た

い
と

こ
ろ

の
セ

ル
色

を
変

え
る

。

次
に

色
に

し
た

い
と

こ
ろ

の
セ

ル
色

を
変

え
る

。

最
後

に
色

に
し

た
い

と
こ

ろ
の

セ
ル

色
を

変
え

る
。

完
了

。

令
和

年
月

日
発
行

M
er

ak
iⅡ
オ
ン
ラ
イ
ン
課
題

 ～
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の
作
成
～

 

登
校
自
粛
中
の

Ⅱ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
課
題
と
し
て
、

で
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
優
秀
な
作
品
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
の
は
除
き
ま
し
た
。）

～
運

営
指

導
委
員

よ
り
～

今
年
度
も
生
徒
の
課
題
研
究
に
向
け
て
テ
ー
マ
を
設
定
す
る

段
階
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
運
営
指
導
委
員
の
先
生
方
か
ら
、
テ
ー
マ
設
定
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
よ
う
な
ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
以
下
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
先
進
理
工
学
部
応
用
化
学
科

 
桐
村

光
太
郎
先
生

(S
SH

運
営
指
導
委

員
委
員
長

) 
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る
現
在
の
状
況
は
、）

生
徒
さ
ん
達
に
と
っ
て
は
最
悪
な
事
態
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
高
校
時
代
に

pa
nd

em
ic

の
状
況
を
「
リ
ア
ル

に
」
体
験
で
き
た
こ
と
は
長
い
人
生
の
中
で
大
き
な
経
験
を
得
た
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。

SS
H

活
動
で
も
、
今
回
の
事
態
を
学
校
全
体
で
考
え
る
要
素
を
入
れ
ら
れ
る
と

良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
終
息
後
で
は
な
く
、
事
態
の
真
っ
最
中
に
考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
徒
さ
ん
た
ち
も

今
回
の
状
況
に
つ
い
て
、
言
い
た
い

こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
「
全
生
徒
か
ら
今
回
の
感
想
（
数
行
コ
メ
ン
ト
）
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
生
徒
た

ち
全
体
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
（
記
録
し
て
、
生
徒
た
ち
と
教
員
た
ち
で
考
え
る
材
料
に
し
た
）」

の
よ
う
な
取
組
み
は
ま
さ
に

SS
H

の
活
動
で
、
（
そ
れ
は
大
変
な
作
業

で
す
が
）
、

SS
H

活
動
の
大
き
な
評
価
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
は
ず
で
す
。
全
員
の
意
見
を
募
り
、
全
員
が
考
え
た
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

数
年
後
に
は
、
貴

校
の
み
な
ら

ず
社
会
全
体
で
当
時
の
高
校
生
が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
か
と
い
う
貴
重
な
記
録
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

 

２
年

２
組

大
岡

知
暉

さ
ん

の
作

品
 

２
年

１
組

石
川

和
磨

さ
ん

の
作

品
 

２
年

５
組

髙
橋

俊
さ

ん
 

の
作

品
 

２
年

４
組

森
淳

登
さ

ん
の

作
品

 
２

年
６

組
奥

山
温

さ
ん

の
作

品
 

２
年

７
組

佐
藤

ひ
よ

り
さ

ん
の

作
品

 
２

年
３

組
鈴

木
彩

未
さ

ん
の

作
品

 

編
集
者

２
年
１

組
目
代
一
護

・
守
屋

智
裕

 

令
和

年
月

日
発

行

M
er

ak
iⅠ

で
は
、
家
で
ま
と
め
て
き
た

SD
G

s
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ス
の
人
達
と
共
有
し
合
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
友
達

の
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
で
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
点
、
参
考
に
な
っ
た
点
を
書
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。
自
分
の
調
べ
た
内
容
と
同
じ

人
の
レ
ポ
ー
ト
を
見
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
考
え
方
が
違
っ
て
面
白
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
友
達
の
も
の
を
見
て
、
参
考
に
な

っ
た
点
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
点
を
自
分
の
研
究
課
題
に
取
り
入
れ
て
、
よ
り
良
い
も
の
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
そ
の
次
の
授

業
で
は
、
自
分
た
ち
の
研
究
課
題
を
す
る
の
に
必
要
な
資
料
の
探
し
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
や
辞
典
・

事
典
、
新
聞
、
論
文
な
ど
の
資
料
が
何
を
調
べ
る
の
に
適
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
論
文
を

G
oo

gl
e 

Sc
ho

la
r
を
使
っ
て
調
べ
、
実
際
に
読
ん
で
み
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
か
な
り
難
し
く
、
読
む
だ
け
で
も
精
一
杯
だ
っ
た
の
で
す

が
、
同
じ
言
葉
で
検
索
を
か
け
て
も
違
う
角
度
や
意
見
が
あ
り
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
に
こ
ん
な
も
の
が

書
け
る
の
か
不

安
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
目
標
に
す
る
べ
き
だ
と
も
思
い
ま
し
た
。

 
M

er
ak

iⅡ
で
は
、
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
設
定
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。「

①
興
味
の
あ
る
も
の
、
②
①
の
持
つ
課
題
、
③
②
の

解
決

の
た

め
に

ど
ん

な
研

究
を

し
た

い
か

」
を

具
体

的
な

例
で

提
示

し
、

良
い

と
こ

ろ
、

直
す

と
こ

ろ
な

ど
を

考
え

て
、

Cl
as

sr
oo

m
に
回
答
す
る
活
動
を
行
い
、
研
究
テ
ー
マ
の
た
て
方
を
客
観
的
に
学
び
ま
し
た
。

 
 

 

ま
だ

ほ
と

ん
ど

習
っ

て
い

な
い

科
目

で
良

く
分

か
ら

な
い

所
も

た
く

さ
ん

あ
っ

た
。
で

も
、
先

取
り

を
す

る
良

い
機

会
に

な
っ

た
し

、
学

校
外

で
の

テ
ス

ト
を

受
け

る
こ

と
に

な
る

か
ら

自
分

の
力

が
ど

れ
く

ら
い

な
の

か
を

知
る

こ
と

に
も

つ
な

が
る

と
思

う
。
ま

た
、
自

分
の

家
で

実
験

を
す

る
と

い
う

こ
と

も
あ

っ
て

、
難

し
い

部
分

が
あ

っ
た

り
、
ど

の
よ

う
に

す
る

べ
き

か
分

か
ら

な
く

て
不

安
な

部
分

も
あ

っ
た

が
、
し

っ
か

り
と

最
後

ま
で

実
験

を
や

り
き

り
、

レ
ポ

ー
ト

と
し

て
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
良

か
っ

た
。

 
今

回
の

貴
重

な
経

験
を

こ
れ

か
ら

の
テ

ス
ト

や
授

業
に

生
か

し
て

い
き

た
い

。
 

 
 

 
 

（
２

年
２

組
山

岸
生

弥
）
 

先
生

か
ら
「

物
理

チ
ャ

レ
ン

ジ
に

出
て

み
な

い
か

」
と

言
わ

れ
た

と
き

は
、
と

て
も

驚
き

ま
し

た
。
今

ま
で

ほ
と

ん
ど

無
縁

だ
っ

た
物

理
の

コ
ン

テ
ス

ト

に
挑

戦
す

る
な

ん
て

自
分

に
で

き
る

も
の

か
と

、
不

安
な

気
持

ち
も

あ
り

ま
し

た
。
し

か
し

、
実

際
に

や
っ

て
み

る
と

意
外

に
楽

し
く

、
特

に
実

験
の

手

順
か

ら
す

べ
て

自
分

で
考

え
、
目

的
に

向
け

て
実

行
す

る
の

は
今

ま
で

し
た

こ
と

の
な

い
経

験
で

、
と

て
も

新
鮮

で
し

た
。
今

回
の

経
験

を
経

て
、
こ

れ

か
ら

学
ん

で
い

く
物

理
が

と
て

も
身

近
に

感
じ

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

ご
協

力
を

下
さ

っ
た

先
生

方
、

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

（
２

年
５

組
本

澤
龍

紀
）

 

ま
ず

、
理

系
選

択
で

あ
り

、
な

お
か

つ
探

究
活

動
の

た
め

の
時

間
が

多
く

割
か

れ
る

高
校

に
所

属
す

る
私

に
と

っ
て

、
一

連
の

物
理

チ
ャ

レ
ン

ジ
の

実
験

は
私

に
己

の
無

知
蒙

昧
さ

を
自

覚
さ

せ
、
啓

蒙
し

た
良

い
機

会
で

あ
っ

た
。
今

ま
で

私
は

、
学

校
の

研
究

活
動

で
実

験
を

行
い

、
多

少
褒

め
ら

れ
て

天
狗

に
な

っ
て

い
た

が
、
そ

れ
ら

は
い

ず
れ

も
考

え
た

り
調

べ
た

り
す

れ
ば

わ
か

る
よ

う
な

こ
と

を
簡

易
な

装
置

を
使

っ
て

行
っ

た
り

、
或

い
は

未
だ

開
発

の

進
ん

で
い

な
い

分
野

を
開

拓
す

る
実

験
に

お
い

て
も

集
積

し
た

デ
ー

タ
を

今
回

の
物

理
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
よ

う
に

数
理

的
に

分
析

し
、
考

察
し

た
こ

と
は

な

か
っ

た
。

い
わ

ば
工

作
の

域
を

で
な

か
っ

た
の

で
あ

る
。

 
以

上
の

よ
う

に
、

今
回

の
物

理
チ

ャ
レ

ン
ジ

は
こ

の
先

の
研

究
活

動
に

お
け

る
良

き
指

南
と

な
る

だ
ろ

う
。

是
非

と
も

生
か

し
て

い
き

た
い

。
 

（
２

年
３

組
森

一
暉

）
 

 今
年

度
は

M
er

ak
iⅠ

と
M

er
ak

iⅡ
の

２
科

目
が

実
施

さ
れ

ま
す

。 
6
月

23
日
（

火
）
、
分

散
登

校
で

し
た

が
、

M
er

ak
iⅠ

・
Ⅱ

が
同

じ

時
間

帯
に

行
わ

れ
ま

し
た

。
そ

の
時

の
様

子
を

お
伝

え
し

ま
す

。
 

メ
ラ

の
す

け
 

 

物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
は
．
．
．
？

 

物
理

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

日
本

委
員

会
が

主
催

す
る

全
国

規
模

の
コ

ン
テ

ス
ト

で
す

。
物

理
の

面
白

さ
や

楽
し

さ
を

体
験

し
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
メ

ラ
ー

キ
ラ

ボ
の

登
録

者
か

ら
選

抜
さ

れ
た

３
名

が
出

場
し

ま
し
た

。
第

１
チ

ャ
レ

ン
ジ

実
験

課
題

は
「

鉄
、
銅

、
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
な

ど
の
金

属
の

比
熱

を
測

っ
て

み
よ

う
」
で

す
。
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

対
策

の
た

め
、
家

庭
で

安
全

対
策

を
行

っ
た

う
え

で
実

験
を

行
い

、
レ

ポ
ー

ト
を

提
出

し
ま

し
た

。
7
月

12
日

（
日

）
に

は
、

当
初

は
多

摩
高

校
が

会

場
と

な
る

筆
記

試
験

の
予

定
で

し
た

が
、

自
宅

で
オ

ン
ラ

イ
ン

試
験

と
な

り
、

力
試

し
の

機
会

と
な
り

ま
し

た
。

 

編
集
者
：
１
年
７
組

鈴
木
彩
太
・
八
木
橋

凱
斗

－ 76 －



令
和

年
月

日
発
行

の
２
日
目

に
は

、
岡

本
尚

也
先

生
の

ご
講

演
を

聴
き

、
探

究
活

動
に

つ
い

て
理

解
を

深
め
る

こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

 
本

校
の

M
er

ak
i教

材
に

使
わ

れ
て

い
る

課
題

研
究

メ
ソ

ッ
ド

の
作

者
で

も
あ

る
岡

本
尚

也
先

生
に

ご
講

演
を

し
て

頂
き

ま
し

た
。

先
生

の
ご

講
演

の
中

で
は

、
成

長
す

る
た

め
に

は
自

分
が

何
を

し
た

い
か

、
そ

れ
を

達
成

す
る

た
め

に
何

を
す

る
べ

き
か

、
そ

の
中

で

何
を

し
た

の
か

考
え

る
こ

と
が

重
要

だ
と

い
う

こ
と

を
教

わ
り

ま
し

た
。
ま

た
、
目

標
設

定
や

研
究

方
法

に
つ

い
て

も
教

わ
り

ま
し

た
。

目
標

設
定

に
つ

い
て

は
新

聞
で

気
に

な
る

言
葉

が
あ

れ
ば

そ
れ

が
自

分
の

や
り

た
い

こ
と

の
サ

イ
ン

で
あ

る
こ

と
、
研

究
方

法
に

つ
い

て
は

デ
ー

タ
に

対
し

て
意

見
を

出
し

、
デ

ー
タ

や
意

見
に

、
な

ぜ
？

と
い

う
よ

う
な

原
理

を
追

う
と

い
い

と
教

わ
り

ま
し

た
。
最

後
に

岡
本

先
生

に
大

切
な

こ
と

を
４

つ
教

わ
り

ま
し

た
。
１

つ
目

は
「

知
識

」
を

増
や

し
て
「

視
点

」
を

増
や

す
こ

と
。
２

つ
目

は
グ

ロ
ー

バ
ル

よ
り

ボ
ー

ダ
レ

ス
な

挑
戦

を
。
３

つ
目

は
何

が
目

的
か

何
が

手
段

か
明

確
に

す
る

こ
と

。
４

つ
目

は
自

分
の

足
で

人
生

を
歩

む
こ

と
で

す
。

今
回

の
ご

講
演

で
は

今
後

の
M

er
ak

iの
授

業
に

役
立

つ
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

、
普

段
の

生
活

の
中

で
も

役
立

つ
こ

と
を

多
く

教
え

て
も

ら
い

ま
し

た
。

こ
の

ご
講

演
の

内
容

を
頭

に
入

れ
な

が
ら

探
究

活
動

を
す

す
め

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

 
 ８

月
に

令
和

２
年

度
ス

ー
パ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

生
徒

研
究

発
表

会
が

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

今
年

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

実
施

と
な

っ
た

た
め

、
メ

ラ
ー

キ
ラ

ボ
で

発
表

の
練

習
と

動
画

撮
影

を
し

て
エ

ン
ト

リ
ー

し
ま

し
た

。
各

校
の

ポ
ス

タ
ー

デ
ー

タ
と

ポ
ス

タ
ー

発
表

動
画

は
参

加
校

等
に

限
定

し
て

8
月

7
日

か
ら

8
月

28
日

に
か

け
て

SS
H

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
で

公
開

さ
れ

ま
し

た
。
こ

の
発

表
会

に
は

毎
年

３
年

生
が

参
加

し
て

い
ま

す
。
今

年
度

は
「

ど
の

日
焼

け
止

め
が

一
番

効
果

的
？

」
を

テ
ー

マ
に

研
究

し
た

グ
ル

ー
プ

が
出

場
し

ま
し

た
。
出

場
し

終
え

て
の

感

想
を

紹
介

し
ま

す
。

 

２
年

生
の

秋
頃

、
新

し
く

チ
ー

ム
を

作
っ

て
、
「

全
国

大
会

に
出

場
し

て

み
た

い
よ

ね
」
と

い
う

漠
然

と
し

た

思
い

が
あ

り
ま

し
た

が
、
ま

さ
か

本

当
に

出
場

で
き

る
な

ん
て

思
っ

て

も
い

ま
せ

ん
で

し
た

。
研

究
内

容
を

決
め

る
と

こ
ろ

か
ら

た
く

さ
ん

悩

み
ま

し
た

。
１

つ
問

題
を

解
決

し
た

ら
、
新

し
い

問
題

が
浮

上
し

、
エ

ン

ド
レ

ス
で

し
た

。
そ

の
都

度
助

け
て

頂
い

た
先

生
方

に
は

感
謝

の
気

持

ち
で

い
っ

ぱ
い

で
す

。
私

た
ち

の
研

究
内

容
は

ど
ち

ら
か

と
い

う
と

化

学
分

野
で

あ
り

、
メ

ン
バ

ー
は

化
学

が
好

き
な

人
が

集
ま

っ
て

い
た

た

め
、
最

後
ま

で
楽

し
い

実
験

が
で

き

ま
し

た
。
ま

だ
ま

だ
私

た
ち

の
研

究

に
は

課
題

が
残

っ
て

い
ま

す
。
人

と

環
境

と
の

つ
な

が
り

に
つ

い
て

調

べ
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
の

が

心
残

り
で

す
。
メ

ン
バ

ー
の

中
で

得

意
分

野
を

生
か

し
て

役
割

分
担

が

で
き

た
の

で
、
円

滑
に

進
め

る
こ

と

が
で

き
ま

し
た

。
言

葉
の

定
義

を
決

め
あ

っ
た

り
、
思

い
も

よ
ら

な
い

実

験
結

果
が

得
ら

れ
た

り
、
驚

き
や

発

見
が

多
く

あ
り

ま
し

た
。
と

て
も

貴

重
な

経
験

が
で

き
た

と
思

っ
て

い

ま
す

。
今

回
の

発
表

に
関

わ
っ

て
下

さ
っ

た
方

々
に

感
謝

し
た

い
で

す
。

 
松

永
彩

那
 

１
年

生
の

時
に

も
SD

Gs
は

学
ん

だ
の

で
す

が
、
そ

の
時

に
は

今
と

は

全
く

違
う

テ
ー

マ
で

研
究

し
て

い

ま
し

た
。
そ

の
研

究
は

自
分

た
ち

で

実
験

し
て

進
め

て
い

く
も

の
で

は

な
く

現
在

わ
か

っ
て

い
る

こ
と

を

調
べ

た
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

を
と

っ
た

り
と

い
う

も
の

で
、
も

っ
と

今
ま

で

に
し

た
こ

と
の

な
い

こ
と

、
結

果
が

分
か

っ
て

な
い

こ
と

に
つ

い
て

自

分
の

力
で

調
べ

て
み

た
い

と
思

い
、

今
回

私
た

ち
が

し
た

よ
う

な
日

焼

け
止

め
に

つ
い

て
研

究
し

は
じ

め

ま
し

た
。
研

究
を

す
る

本
人

の
興

味

が
あ

る
も

の
で

な
い

と
、
深

く
考

え

る
こ

と
は

難
し

い
と

思
う

の
で

、
一

番
大

切
な

の
は

テ
ー

マ
設

定
で

は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
私

た
ち

も
テ

ー
マ

設
定

に
は

時
間

が
か

か
っ

た

の
で

す
が

、
最

終
的

に
は

身
近

に
あ

る
日

焼
け

止
め

に
し

た
の

で
、
難

し

い
こ

と
を

し
よ

う
と

す
る

の
で

は

な
く

授
業

中
に

先
生

が
話

し
て

い

て
、
疑

問
に

思
っ

た
こ

と
や

自
分

の

身
の

回
り

の
こ

と
な

ど
に

目
を

向

け
る

の
が

良
い

の
か

な
と

思
い

ま

す
。
自

分
た

ち
で

器
具

を
使

っ
て

実

験
し

た
り

、
考

え
た

り
し

て
実

践
で

き
た

こ
と

が
楽

し
か

っ
た

の
で

、
ぜ

ひ
み

な
さ

ん
も

楽
し

ん
で

研
究

し

て
く

だ
さ

い
！

！
  

  
 馬

込
乃

愛
 

 

今
年

の
SS

H
の

全
国

大
会

は
昨

年

と
違

い
、
オ

ン
ラ

イ
ン

開
催

で
あ

っ

た
た

め
研

究
に

対
す

る
質

疑
応

答

な
ど

は
な

か
っ

た
が

、
そ

れ
で

も
準

備
す

る
の

は
大

変
だ

っ
た

。
２

年
生

の
と

き
か

ら
こ

の
研

究
を

始
め

て
、

メ
ン

バ
ー

の
み

ん
な

と
試

行
錯

誤

し
な

が
ら

研
究

や
実

験
を

す
る

の

は
大

変
だ

っ
た

が
、
と

て
も

楽
し

か

っ
た

。
で

も
、
私

た
ち

が
全

国
大

会

に
出

場
で

き
た

の
は

先
生

方
の

た

く
さ

ん
の

協
力

の
お

陰
で

す
。
普

段

の
授

業
で

は
使

用
す

る
こ

と
の

な

い
専

門
的

な
器

具
を

使
っ

て
の

実

験
や

、
人

に
伝

わ
り

易
く

見
や

す
い

ポ
ス

タ
ー

の
作

成
方

法
な

ど
、
将

来

の
仕

事
に

も
役

立
つ

よ
う

な
こ

と

を
た

く
さ

ん
教

わ
り

ま
し

た
。「

研

究
活

動
な

ん
て

め
ん

ど
う

く
さ

い
」

と
思

わ
ず

に
、
真

面
目

に
取

り
組

む

と
き

っ
と

い
い

こ
と

が
あ

る
は

ず

で
す

！
！

ち
な

み
に

私
は

全
国

大

会
に

出
場

し
た

こ
と

で
、
大

学
へ

の

推
薦

条
件

を
満

た
す

こ
と

が
で

き

ま
し

た
。
こ

の
よ

う
に

、
勉

強
だ

け

じ
ゃ

な
く

、
役

に
立

つ
こ

と
も

あ
る

の
で

積
極

的
に

活
動

を
楽

し
ん

で

く
だ

さ
い

。
 

山
田

桃
花

  

日
焼

け
止

め
と

い
う

身
近

な
も

の

を
対

象
に

実
験

し
ま

し
た

。
で

す

が
、
研

究
を

し
て

い
く

中
で

専
門

的

な
こ

と
と

な
り

、
難

し
い

部
分

も
あ

っ
た

た
め

、
私

達
だ

け
で

な
く

先
生

に
も

た
く

さ
ん

サ
ポ

ー
ト

し
て

頂

き
な

が
ら

研
究

を
進

め
て

い
き

ま

し
た

。
日

焼
け

止
め

を
水

と
混

ぜ
、

水
溶

液
を

作
る

際
に

日
焼

け
止

め

が
分

離
し

て
し

ま
い

、
な

か
な

か
混

ざ
ら

な
か

っ
た

と
こ

ろ
に

苦
戦

し

ま
し

た
。
最

終
的

に
は

日
焼

け
止

め

と
サ

ン
ゴ

の
関

係
に

結
び

つ
け

て

考
え

た
か

っ
た

の
で

す
が

、
時

間
な

ど
の

都
合

上
難

し
か

っ
た

の
で

、
６

４
期

以
降

の
人

が
研

究
し

て
み

て

く
れ

る
と

嬉
し

い
で

す
。

 三
溝

詩
乃

 

オ
ン

ラ
イ

ン
だ

っ
た

の
で

全
国

大

会
と

い
う

実
感

は
あ

り
ま

せ
ん

で

し
た

が
、
学

校
内

の
発

表
よ

り
も

注

意
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

こ
と

が

あ
っ

た
り

、
細

か
い

と
こ

ろ
ま

で
気

を
つ

け
な

け
れ

ば
い

け
な

か
っ

た

り
し

て
大

変
で

し
た

。
実

験
は

や
り

す
ぎ

か
な

と
思

う
く

ら
い

細
部

ま

で
気

を
付

け
て

、
後

で
考

察
な

ど
を

考
え

る
時

に
困

ら
な

い
よ

う
に

す

る
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。
１

番
重

要

な
の

は
テ

ー
マ

決
め

だ
と

思
い

ま

す
。
身

近
な

も
の

で
自

分
た

ち
が

興

味
を

持
ち

つ
づ

け
て

研
究

で
き

る

テ
ー

マ
を

設
定

で
き

た
ら

、
い

い
研

究
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

 仲
間

綺
海

 

 担
当

：
1-

5 
柴

崎
柊

也
・
小

林
優

紀
 

令
和

年
月

日
発
行

今
回
は

号
、

号
同
時
発
行
で
す
！

８
月
２
５
日
～
２

６
日
に
か
け
て
、

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
１
年
生
の
教
科
横
断
の
取
り
組
み
の
様
子
を
お
伝
え
し

ま
す
。

私
た

ち
は

８
月

２
５

日
、

２
６

日
に

と
い

う
こ

と
で
「

国
際

性
」

を
テ

ー
マ

に
世
界

に
目

を
向

け
た

学
び

を
行
い

ま
し

た
。

こ
の

２
日

間
は
教

科
横

断
の

授
業

で
世

界
の

問
題

や
様

々
な

文
化

、
日

本
と

世
界
の

比
較

な
ど

を
行

い
ま

し
た
。

普
段

と
は

違
っ

た
視

点
で
世

界
を

見
る

こ
と

が
で

き
、
貴

重
な

時
間

と
な

っ
た

の
で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

こ
れ

を
き

っ
か

け
に

世
界

の
問

題
や

文
化
な

ど
に

興
味

を
持

ち
、

世
界
を

広
い

目
で

見
る

こ
と

で
何
か

新
し

い
発

見
を

す
る

こ
と
が

で
き

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん
。
こ
こ

で
は

、
私

た
ち

年

生
が

学
ん

だ
内

容
を

ご
紹

介
し

ま
す
。

担
当
：

岩
渕
よ
い
・
石
原
美
和

 

感
想

今
回
は
、
国
際
問
題
や

に
つ
い
て
教
科
横
断
的
な
思
考
で
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
ひ
と
つ
の
事
柄
に
執
着
し
て
考
え
る
こ
と
な
く
す

べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
視
野
に
入
れ
て
、
物
事
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

数
学

数
学
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
入
学
準
備
期
間
に
学
ぶ
内
容

を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
「
数

学
」

の
違
い
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ

の
数
学
で
は
、
雇
用
手
当
の
計
算
な
ど
、
実
生

活
に

即
し
た
内
容
が
出
題
さ
れ
お
り
、
日
本
で
出
題

さ
れ
る
数
学
の
問
題
よ
り
も

具
体
的
な
内
容

が
出
題
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
抽
象
的
な
問
題
を
活
用
し
て
応

用
す
る
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。

外
国

語

外
国

語
で

は
、

に
つ
い

て
学

び
ま
し

た
。

政
治

的
公

正

と
い

う
意

味
を

持
つ

は
、
言

葉
に
よ

っ
て

の
差

別
を

な
く

そ
う
と

い
う

考
え

で
す

。

例
え

ば
、

で
は
な
く

と
い
う

言
葉

を
使
う

こ
と

で
、

男
女

差

の
な

い
言

葉
遣

い
に

な
り

ま
す
。

差
別

と
い

っ
て

も
一

般
的

に
捉
え

ら
れ

る
、

気
を

つ
け

な
い

こ
と

で
起

き
て

し
ま

う
差

別
だ
け

で
な

く
、

気
を

つ
け

す
ぎ
る

こ
と

で
起

き
て

し
ま

う
差

別
も

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
い
う

意
見

が
出

ま
し

た
。

英
語
を

国
際

語
と

し
て

ど
の

よ
う

に
使

う
べ

き
な

の
か

を
考

え
る
良

い
機

会
と

な
り

ま
し

た
。

音
楽

音
楽

で
は

、
各

国
の

音
楽

に
触

れ
る
こ

と
で

世
界

の
様

々
な

文
化
に

つ

い
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。
例

え
ば

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
の
バ

リ

島
で

演
奏

さ
れ

て
い

る
男

声
合

唱
を
伴

奏
と

す
る

舞
踏

劇
で

あ
る
ケ

チ

ャ
を

体
験

し
ま

し
た

。
ケ

チ
ャ

独
特
の

三
拍

子
と

四
拍

子
が

組
み
合

わ

さ
っ

た
独

特
の

リ
ズ

ム
の

絡
み

合
い
は

演
奏

し
て

い
て

と
て

も
楽
し

か

っ
た

で
す

。

 

社
会

社
会

で
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
蔓
延

と
い

う
こ

の
状

況
に

合
わ
せ

て
、

感
染

症
に

関
す

る
歴
史

に
つ

い

て
学

び
ま

し
た

。
今

回
は

、
ペ

ス
ト
菌

と
い

う
細

菌
に

つ
い

て
教
え

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
授
業

を
通

し

て
ペ

ス
ト

の
大

流
行

が
、

時
が

た
つ
に

つ
れ

て
大

き
く

な
っ

て
い
っ

た
要

因
を

歴
史

的
事

象
か
ら

考
え

ま

し
た

。
そ

れ
に

よ
り

、
今

回
の

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
大

流
行

に
よ
っ

て
今

後
も

た
ら

さ
れ

る
で
あ

ろ
う

プ

ラ
ス

の
影

響
を

、
歴

史
的

な
事

実
か
ら

身
近

な
こ

と
に

絡
め

て
考
え

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

各
教
科
の
実
施
内
容
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令
和

年
月

日
発
行

６
４
期
生
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ

日
目
は
、
留
学
生
の
方
た
ち

を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
限
目
で
は
、
視
聴
覚
室
か
ら
各
教
室
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
留
学
生
の
方
た
ち
の
母
国
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
非
常
に
難
し
い
も

の
も
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
考
え
、
い
ろ
ん
な
国
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
限
目
で
は
、
留
学
生
の
方
の
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
研
究
な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

２
年
３
組
の
前
半
ク
ラ
ス
で
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
ネ
パ
ー
ル
出
身
の
ア
ル
フ
ァ
さ
ん
と
い
う
方
で
し
た
。

ア
ル
フ
ァ
さ
ん
は
、
東
京
大
学
の
大
学
院
の
、
日
本
人
の
帰
国
子
女
の
方
が
一
人
と
、
そ
の
他
は
外
国
出
身
の
方
た
ち
が
在
籍
し
て
い
る
と
い
う
研
究
室
で
、

日
々
、
医
学
に
つ
い
て
学
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ネ
パ
ー
ル
で
は
、
日
本
や
そ
の
ほ
か
の
国
と
比
べ
、
医
療
体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
ア
ル
フ
ァ
さ
ん
は
、
特
に
新
生
児
と
妊
婦
さ
ん
に
焦
点
を
当
て
、
ネ
パ
ー

ル
の
医
療
体
制
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
お
話
の
中
で
、
病
院
の
床
に
寝
か
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
写
真
を
見
て
、
世
界
で
は

国
に
よ
っ
て
、
経
済
的
、
衛
生
的
、
技
術
的
に
「
大
き
な
差
が
あ
る
」
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ル
フ
ァ
さ
ん
は
、

ネ
パ
ー
ル
で
は
義
務
教
育
で
の
、
初
等
、
中
等
教
育
の
年
数

が
日
本
と
は
異
な
る
こ
と
や
、
教
育
の
質
が
良
く
な
く
、
日
本
で
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

は
幸
せ
で
あ
る
こ
と
を
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
時
間
を
過
ぎ
て
し
ま
う
ほ
ど
多
く
の
質
問
が
出
て
、
留
学
す
る
上

で
日
本
を
選
ん
だ
理
由
や
、
ネ
パ
ー
ル
の
医
学
で
特
に
改
善
が
必
要
だ
と
思
う
点
な
ど
、
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

（上
）２
年
７
組
と
留
学
生
の
方
と
の
交
流
の
様
子

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（下

）２
年
５
組
で
の
交
流
の
様
子

 

 

３
限
目
で
は
、
今
度
は
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
発
表
し

ま
し
た
。

ア
ル
フ
ァ
さ
ん
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
私
た
ち
を
超
え
る
ほ
ど
多
く
の
質
問
を
し
て
く
だ
さ
り
、
私
た

ち
の
対
応
力
、
英
語
力
が
試
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
研
究
し
て
い
る
班
で
の
発
表
で
は
な
く
、
一
人
で
の
発
表
で
、
自
分
と
留
学
生
と
の
一
対
一
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
の
で
、
違
っ
た
緊
張
感
の
あ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
研

究
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
た
め
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
質
問
の
流
れ
の
中
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
日
本
で
は
も
っ
と
考

え
る
べ
き
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

場
面
が
あ
り
、
私
た
ち
の
多
く
が
考
え
る
よ
り
も
身
近
な
問
題
で

あ
る
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
留
学
生
の
方
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
、
違
っ
た
視
点
、
文
化
な
ど
を
学
べ
た
こ
と
に
加
え
、
英
語
で
話
す
、
聞
く
力
の
必
要
性
を
大
い
に
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
留
学
生
の
方
の
人
間
性
に
触
れ
、
親
近
感
を
持
て
た
点
や
、
考
え
方
や
育
ち
を
知
り
、
違
い
を
感
じ
た
点
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
新
鮮
な
感
覚
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
は
私
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
も
の
な
の
で
今
後
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ひ
い
て
は
世
界
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
き
っ
と
生
き

て
く
る
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
留
学
生
の
方
々
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

作
成
者
：
２
－
３

鏑
木
緋
彩
、
瀬
山
大
吾

令
和

年
月

日
発
行

今
回
は

号
、

号
同
時
発
行
で
す
！

第
号

で
は
８
月

日
～

日
に
か

け
て
行
わ
れ
た

の
年
生
の
研
究
テ
ー
マ
の
発
表
と
留
学
生
と
の
交
流
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

・
 

                              

←
発

表
練
習

の
様

子
 

        

教
室

で
の
視

聴
で

し
た
→

 

 

グ
ル
ー
プ

代
表
班

 
研

究
名

 
ス

ポ
ー
ツ

2
班

 
温

度
や
気

温
に

よ
る

バ
ド

ミ
ン

ト
ン
シ

ャ
ト

ル
の

軌
道

の
違

い
 

健
康

1
班

 
ゲ

ー
ム
で

集
中

力
を

あ
げ

る
 

人
文

4
班

 
言

葉
の
意

味
を

と
ら

え
る

と
き

に
最
も

重
要

な
こ

と
は

何
か

 
社

会
6
班

 
売

店
の
売

り
上

げ
を

あ
げ

た
い

 
創

作
4
班

 
魚

を
使
わ

ず
に

魚
料

理
を

作
ろ

う
！

 
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー

2
班

 
SD

Gｓ
に
関

す
る

ゲ
ー

ム
の
作

成
 

物
質

5
班

 
プ

ラ
の
代

替
品

を
寒

天
や

貝
殻

を
用
い

て
自

然
由

来
の

も
の

で
作
る

 
生

命
7
班

 
ミ

ド
リ
ム

シ
の

摂
食

に
よ

り
、

食
物
の

栄
養

価
を

高
め

る
 

エ
ネ
ル
ギ

ー
3
班

 
ビ

ル
風
を

利
用

し
て

風
力

発
電

を
し
よ

う
 

地
球

3
班

 
雑

草
で
発

電
し

よ
う

 

創
作

4
班
代

表
：

神
谷

知
佳

 
大

学
の
教

授
や

教
育

委
員

会
の

人
た
ち

な
ど

た
く

さ
ん

の
人

の
前
で

発
表

し
た

こ
と

で
、

よ
り

自
分

た
ち
の

研
究

に
つ

い
て

深
め

る
こ
と

が
で

き
て

よ
か

っ
た

で
す

。
 

人
文

4
班

代
表

：
河

野
日

菜
子

 
色

ん
な
人

か
ら

意
見

を
も

ら
う

こ
と
で

、
自

分
た

ち
の

課
題

や
明
確

に
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と
こ

ろ
が
わ

か
っ

て
良

か
っ

た
で

す
。

 
今

後
も
テ

ー
マ

を
深

め
つ

つ
頑

張
り
た

い
で

す
。

 

64
期

生
の

SD
G
ｓ

D
ay

s
初
日

に
は
各

代
表

班
に

よ
る

研
究

テ
ー
マ

の
発

表
が

あ
り

ま
し

た
。

今
年

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
も

あ

り
、
視
聴

覚
室

で
行

わ
れ

た
発
表

を
各
ク

ラ
ス

に
中

継
し

て
聞

く
と
い

う

新
し

い
手

法
で

行
わ

れ
た

た
め

、
少
し

新
鮮

な
気

持
ち

で
発
表

を
聞
け

た

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

さ
て

、
今

回
の

発
表

会
で

は
ス

ポ
ー
ツ

、
健

康
、
人

文
、
社

会
、
も

の

づ
く

り
、
テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

、
物

質
、
生

命
、
エ

ネ
ル

ギ
ー
、
地

球
の

１
０

の
分

野
で

そ
れ

ぞ
れ

の
代

表
が

自
分
た

ち
の

研
究

テ
ー

マ
、
仮
説
、
計
画

な
ど

を
発

表
、
運
営

指
導

委
員
会

の
方
々

か
ら

そ
れ

に
対

す
る

ア
ド
バ

イ

ス
や

コ
メ

ン
ト

を
い

た
だ

き
ま

し
た
。
「

SD
G

s
に
関

す
る
ゲ

ー
ム
を

作

る
」
や
「

魚
を

使
わ

ず
に
フ
ィ
レ

オ
フ
ィ

ッ
シ

ュ
を

再
現

す
る

」
な

ど
着

眼
点

が
面

白
い

も
の

が
多

く
、
加

え
て
仮

説
や

計
画

が
明

確
に

な
っ
て

い

た
た

め
自

ら
の

研
究

の
役

に
立

っ
た

と
い

う
人

も
多

い
の

で
は

な
い

か

と
思

い
ま

す
。
ま
た

同
時

に
発
表

班
の
人

た
ち

は
準

備
の

段
階

で
自
分

た

ち
の

研
究

テ
ー

マ
を

見
直

し
、
説

明
す
る

た
め
の

Po
w

er
Po

in
tを

作
る

中
で

、
研

究
を

も
っ

と
明

確
で
具

体
的
な

も
の

に
で

き
た

の
で

は
な
い

で

し
ょ

う
か

。
 

発
表
班
に

イ
ン

タ
ビ
ュ

ー
！

 

編
集

 
２
－
２
後
藤
大
輝
、
大
岡
知
輝
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第
17
号

-２
 

 
令
和
２
年

月
８
日

月
に
行
わ
れ
た

セ
ミ
ナ
ー

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

正
多
面
体
を
作
ろ
う
！

 
 

10
月

13
日
（
火
）
放
課
後
に
、

 東
海
大
学

か
ら
運

営
指
導

委
員
の

桑
田
先

生
を
お

招
き
し

、
数
学

に
興
味

の
あ
る

生
徒
を

対
象

に
、
数
学

教
室
を

実
施
し

ま
し
た

。
 

今
回

の
授

業
で

は
、
『
正

多
面
体

を
作
っ

て
体

積
を

考
え

よ
う

』
と
い

う
主

題
の

下
、

授
業

で
は
味

わ
え

な
い

数
学

と
の

つ
き
あ

い
方

を
体

験
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し
た

。
授

業
で

習
っ

た
「

オ
イ
ラ

ー
の

多
面

体
定

理
」

を
用
い

て
、

別
の

視
点

か
ら

正
多
面

体
を

考
察

し
ま

し
た

。
厚

紙
か

ら
正

多
面
体

を
作

る
の

は
一

見
簡

単
に
は

見
え

ま
す

が
、

1
か

ら
作
る

と
な

る
と

角
度

や
頂

点
間
の

距
離

を
考

え
る

必
要

が
あ

り
難

し
か

っ
た
で

す
。

数
学

を
通

し
て

と
て
も

面
白

い
体

験
が

で
き

ま
し
た

。
い

つ
も

使
っ

て
い

る
部
分

と
違

う
脳

み
そ

を
使

っ
た

よ
う

な
気

分
に
な

り
ま

し
た

。
 

 生
徒
の
声

 
  

 ・
そ
れ
ぞ
れ
の
正
多
面
体
に
あ
る
共
通
点
を
知
っ
た
時
は
驚
い
た
。
 

 ・ 
正
十
二
面
体
の
体
積
（特
に
屋
根
の
と
こ
ろ
）を
今
後
も
探
っ
て
み
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 ・多
面
体
に
「触
れ
る
」こ
と
は
あ
ま
り
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
！

 

 

そ
し

て
、

今
回

は
一

緒
に

参
加

し
た
数
学
科
の
山
﨑
先
生

か
ら

も
コ

メ
ン

ト
を

い
た
だ

き
ま
し

た
！

 
   

こ
の
日
、
数
学
教
室
の
様
子
を
見
て
い
て
、
新
し
い
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
再
認
識
し
た
次
第
で
す
。
大

切
な
こ
と
と
は
、
対
象
に
興
味
を
も
ち
、
楽
し
く
、
ま
た
真
剣
に
思
考
し
、
多
く
の
時
間
を
か
け
る
こ
と
で
す
。
本
当
の
実
力
と
い
う

の
は
、
こ
の
よ
う
な
過
程
の
な
か
で
こ
そ
身
に
付
く
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

   統
計
教
室

 
月

日
（
木
）

限
Me
r
a
k
i
Ⅱ
の
時
間
に
、
電
気
通
信
大
学
か
ら
運
営
指
導
委
員
の

横
川
先
生
を
お
招
き
し
、
探
究
活
動
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う

生
徒
を
対
象
に
、
統
計
教

室
を
実
施
し
ま
し
た

。

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
作
成
の
方
法
や
実
施
・
分
析
の
仕
方
に
つ
い
て
講
義
を
頂
き
ま
し
た
。

普
段
何
気
な
く
回
答
す
る
こ
と
が
多
い
た
め

、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
、
う
ま
い
調
査
手
順
な
ど
を

深
く
考
え

る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先
生
の
講
義
を
聞
い
て
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
の
声

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
の
選
択
肢
を
変
え
る
（二
項
選
択
法
、
尺
度
法
、
多
項
選
択
法
、
S
D
法
）こ
と
で
回
答
す
る
人
の
負
担
や

 

 
結
果
に
影
響
す
る
と
知
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
つ
く
る
時
に
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

 

・回
答
者
が
答
え
や
す
い
よ
う
な
質
問
の
配
置
に
す
る
と
い
う
視
点
は
な
か
っ
た
の
で
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

 

 

・ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
前
に
落
と
し
所
を
決
め
て
か
ら
実
施
し
な
け
れ
ば
集
計
し
て
か
ら
大
変
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

 

が
分
か
り
ま
し
た
。
 

 

・た
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
つ
く
る
に
も
、
何
を
根
底
に
考
え
る
の
か
、
そ
の
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
る
か
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
後

 

 
の
計
画
を
し
っ
か
り
立
て
て
か
ら
行
う
こ
と
が
大
事
だ
と
知
り
ま
し
た
。
 

 

・質
問
の
順
番
に
気
を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
回
答
方
法
も
色
々
な
方
法
が
あ
り
、
重
要
度
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
事
を
学

 

 
び
ま
し
た
。
 

  
 

 
統
計
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を

  

M
e

ra
k
i
に
生
か
そ
う
！
！

 

面
か
ら

作
っ
た
正

十
二
面

体
と
辺

か
ら
作

っ
た

正
十
二
面

体
 

数
学
科
の

先
生
た

ち
も

頭
を
悩
ま

せ
て

い
ま
し
た

！
！

 

文
章

作
成

、
編

集

２
－

７
田

島
藤

原

↑
統
計

教
室
の

様
子

↓
 

 
 

 
 

第
17
号

-１
 

令
和

２
年

月
８

日

1.
 S

le
ep

 e
ffi

ci
en

cy
 ～

H
ow

 d
o 

w
e 

sl
ee

p 
be

tt
er

?～
 

2.
 T

o 
pr

ev
en

t d
ep

op
ul

at
io

n 
of

 th
e 

co
un

tr
ys

id
e 

よ
く

眠
る

た
め

の
条

件
と

い
う

の
は

興
味

深
か

っ

た
で

す
。
睡

眠
に

は
、
様

々
な

環
境

が
か

か
わ
っ

て
い

る
の

だ
な
と

思
い
ま

し
た

。
睡

眠
の

質
を

上
げ
る

と
い

う
の

は
、
忙

し
く

、
睡

眠
不
足

に
な

り
が

ち
な
高

校
生

に
と

っ
て

、
授

業
に
集

中
し
て

取
り

組
む

た
め
に

も
取

り
組

ん
で
い

く
べ
き

だ
と
思
い

ま
す

。
私
自

身
も
最

近

睡
眠

不
足
だ

っ
た
の

で
、
興
味

を
持

っ
て

聞
く
こ

と
が

で
き

ま
し
た

。
こ

の
発

表
で
聞

い
た

こ
と

を
よ
り

良
い

睡
眠

の
た
め

に
生
か

し
た
い
で

す
。

 

田
舎

の
人
口

減
少
は

と
て
も
興

味
深

い
テ

ー
マ

で
し

た
。
少

子
化
と

い
う
の
は

危
機

迫
っ

た
問
題

だ
と

思
う
の

で
、
解

決
す
る
た

め
の

方
法

を
考
え

る
の

は
良
い

事
だ
と

思
い
ま
し

た
。

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
の

影
響
で

、
最
近
は

田
舎

の
需

要
は
増

え
て

い
る
と

思
い
ま

す
。
そ
の

よ
う

な
状

況
で
、

ど
の

よ
う
に

人
口
を

増
や
す
こ

と
が

出
来

る
か
私

も
独

自
に
考

え
て
み

た
い
と
思

い
ま

し
た

。
私
も

田
舎

が
好
き

な
の
で

、
出
来
る

だ
け

残
せ

る
よ
う

に
し

て
い
き

た
い
で

す
。

 
3.

 G
re

en
 b

ill
 fo

r k
an

ag
aw

a 
4.

 O
ch

a 
co

nt
es

t -
W

ha
t i

s t
he

 b
es

t p
ac

ka
ge

 o
f g

re
en

 te
a?

 
 

環
境

問
題

を
法

律
と

い
う

視
点

か
ら

解
決

し
よ

う

と
し

て
い
る

の
は
面

白
い
と
思

い
ま

し
た

。
税

金
を

使

用
す

る
こ
と

で
、
社
会

的
な
問

題
を

解
決

す
る
と

い
う

視
点

が
な

か
っ

た
の

で
、

と
て

も
参

考
に

な
り

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

環
境

問
題

に
つ

い
て

考
え

る
と

き
に

は
、
技

術
的
な

面
と
同

時
に
法

律
の

面
か

ら
も
見

る
こ

と
が

で
き
る

よ
う
に

し
た
い
で

す
。
ま
た

、
法

律
に

つ

い
て

説
明
す

る
と
き

の
ス
ラ
イ

ド
が

分
か

り
や
す

く
、

自
分

た
ち

も
発

表
の

準
備

を
す

る
と

き
に

参
考

に
し

た
い

と
思
い

ま
し
た

。
 

様
々

な
お
茶

の
製
品

か
ら
感
じ

る
イ

メ
ー

ジ
を
ア

ン
ケ

ー
ト
で

集
計
し

て
、
そ
こ

か
ら

、
新

た
な
パ

ッ
ケ

ー
ジ
を

作
り
出

す
の
は
面

白
い

ア
イ

デ
ア
だ

な
と

思
い
ま

し
た
。

普
段
目
を

向
け

る
こ

と
の
な

い
お

茶
の
パ

ッ
ケ
ー

ジ
に
着
目

す
る

の
は

新
し
い

視
点

だ
と
思

い
ま
す

。
よ
く
考

え
る

と
、

お
茶
と

い
う

の
は
飲

み
物
の

中
で
も
特

に
、

消
費

者
が
パ

ッ
ケ

ー
ジ
か

ら
受
け

取
る
情
報

が
多

い
の

で
は
な

い
か

と
思
い

ま
す
。

(例
え
ば

、
高

級
感

、
風
味

な

ど
)

そ
の

よ
う
な

身
近
な
お

茶
を

研
究

対
象
と

し
 

て
い

た
の
は

と
て
も

参
考
に
な

り
ま

し
た

。
 

5.
 N

yo
ki

N
yo

ki
 S

YO
K

U
BU

TU
 S

oD
aT

u 
TS

U
CH

I 
~H

ow
 to

 m
ak

e 
go

od
 s

oi
l~

 
6.

 L
ea

rn
in

g 
th

e 
La

ng
ua

ge
s 

 食
糧

不
足
の

問
題
の

中
で
も
、
生

ご
み

に
注
目

し
た

研
究

で
し
た

。
生

ご
み
の

燃
焼

処
理

に
よ

っ
て
発

生
し

て
し

ま
う
二

酸
化
炭

素
を
削
減

す
る

た
め

に
、
生

ご
み

を
有

効
活
用

す
る
と

い
う
考
え

が
、
将

来
的
に

ど
ん
な

人
で

も
実
現

可
能
で

、
と

て
も

実
用

的
だ

と
感
じ

ま
し

た
。
ま

た
日

本
は

食
品
ロ

ス
で

生
ご

み
が

増
え
て

い
る

の
で

、
特

に
バ
ナ

ナ
の
皮

な
ど

、
身
近

に
捨
て

て
い
る

食
べ

物
の

皮
を

有
効

活
用

で
き

て
い

る
と

感
じ

ま
し

た
。

  

グ
ロ

ー
バ
ル

化
の
中

、
世
界
で

最
も

話
さ

れ
て

い
る

言
語

を
知

れ
ば

今
後

の
生

活
に

何
か

生
き

る
こ

と
が
あ

る
と
思

い
ま
し
た

。
言

語
は

い
ろ
い

ろ
な

国
の
歴

史
と
深

く
関
係
し

て
い

て
、
歴

史
を

学
ぶ

こ
と
で

も
あ
る

と
感
じ
ま

し
た

。
中

国
語
は

中
国

の
人

口
が

多
い

の
で

多
く

の
話

者
が

い
る

こ
と

は
想
定

で
き
ま

す
が
、
あ

ま
り

大
き

な
国
で

は
な

く
と

も
歴

史
的

に
見

て
植

民
地

支
配

に
よ

っ
て

ス
ペ

イ
ン

語
が

広
ま

っ
た

と
い

う
こ

と
は

意
外

で
し
た

。
 

7.
 A

 st
re

ss
in

g 
re

se
ar

ch
 o

n 
st

re
ss

 re
lie

f 
令
和
２
年
度

SS
H
生
徒
研
究
発
表
会
出
場
生
徒

 成
果
発
表

 
 

「
ど
の
日
焼
け
止
め
が
一
番
効
果
的
？
」 

 
私

た
ち

は
普

段
か
ら

様
々
な
ス

ト
レ

ス
を

感
じ
て

い
ま

す
。
特

に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
が

広
ま
っ

た

時
期

に
は
、

ス
ト
レ

ス
を
解
消

し
づ

ら
い

と
き
が

あ

っ
た

の
で
、

と
て
も

た
め
に
な

る
興

味
深

い
内
容

で

し
た

。
実
際

に
「
叫

ぶ
」
こ
と

を
試

し
て

い
る
の

を

見
て

、
確
か

に
効
果

が
あ
り
そ

う
に

見
え

た
の
で

、

私
も

「
叫
ぶ

」
こ
と

が
ス
ト
レ

ス
解

消
法

の
１
つ

だ

と
改

め
て
感

じ
ま
し

た
。
ま
た

経
済

的
に

も
優
し

い

防
音

グ
ッ
ズ

は
良
い

と
思
い
ま

す
。

 
 

４
つ

の
日

焼
け

止
め

の
紫

外
線

カ
ッ

ト
率

や
成

分

を
も

と
に

、
日

焼
け

止
め

の
効

果
と

環
境

問
題

の
両

立
を

考
え
た

結
論
に

な
っ
て
い

て
、「

な
る

ほ
ど

」
と

思
い

ま
し

た
。

サ
ン

ゴ
礁

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

紫
外

線
吸

収
剤
が

あ
り
、
企

業
も
環

境
に

配
慮

し
て
、
で

き

る
だ

け
環

境
に

優
し

い
も

の
を

使
っ

て
い

る
の

だ
と

い
う

こ
と

を
学

び
ま

し
た

。
私

た
ち

消
費

者
も

環
境

に
配

慮
し

、
日

焼
け

止
め

の
効

果
が

あ
る

も
の

を
選

ぶ
こ

と
が
大

切
だ
と

改
め
て
感

じ
た

の
で

、
日

 
焼

け
止

め
を

選
ぶ
と

き
は
こ
の

研
究

を
参

考
に
し

て
 

み
た

い
で
す

。
 

2
年
後
、
英
語
で
発
表
す
る
（
か
も
し
れ
な
い
）
こ
と
へ
の
意
気
込
み

 
今

回
の

発
表

で
、
先

輩
方
の
す

ご
さ

を
改

め
て
認

識
す
る
こ

と
が

で
き

ま
し
た

。
発
表
が

終
わ

っ
た

後
の
質

疑
応
答
で

素
早

く
返

答
す
る

の
は
、
自

分
の

研
究

の
内
容

に
つ
い
て

深
く

理
解

で
き
て

い
な
い

と
で
き
な

い
こ

と
で

あ
り
、

そ
れ
に
加

え
て

英
語

に
よ
る

質
問
の
意

味
を

理
解

す
る
こ

と
も
、
と

て
も

す
ご

い
な
と

驚
き
ま
し

た
。

2
年
後

、
自
分

に
も
こ

の
よ

う

な
研

究
発
表

は
で
き

る
だ
ろ
う

か
と

不
安

に
思
い

ま
し
た
。

 
こ

れ
ら

の
こ

と
は
、

今
の

M
er

ak
iⅠ

の
授

業
に
真

剣
に

取
り

組
ん

だ
り
、

英
単
語
を

覚
え

た
り

、
リ
ス

ニ
ン
グ
の

勉
強

を
し

た
り
す

る
こ
と
で

身
に

つ
け

ら
れ
る

と
思
い
ま

す
。

今
、

１
年
生

の
M

er
ak

iⅠ
の

授
業

で
は

、
グ
ル

ー
プ
ご
と

に
ア

ン
ケ

ー
ト
を

取
っ
た
り

、
実

験
を

し
た
り

し
て
い
ま

す
。

私
も

研
究
に

一
生
懸
命

取
り

組
ん

で
、
２

年
後
の
発

表
に

備

え
よ

う
と
思

い
ま
す

。
 

ま
た

、
先
輩

の
発
表

を
見
な
が

ら
「

２
年

後
に
興

味
の
あ
る

問
題

に
つ

い
て
研

究
で
き
る

か
は

、
今

の
自
分

に
か
か
っ

て
い

る
」

と
い
う

こ
と
を
感

じ
ま

し
た

。
３
年

生
に
な
っ

た
と

き
に

よ
り
良

い
研
究

を
す
る
た

め
に

も
、

目
の
前

の
課
題
に

取
り

組
ん

で
い
き

た
い
と
思

い
ま

す
。

 
 

文
章

作
成
お

よ
び
編

集
1
年

4
組

原
田

 野
杏

、
濱
元

 裕
太

   

３
学

年
生

徒
研

究
発

表
会

が
開

催
さ

れ
ま

し
た

！
！

 
令

和
2
年

10
月

27
日
（
火

）
、
３

年
生

が
堂
々

と
自
分

た
ち

の
研

究
の
成

果
を
英
語

で
発

表
し

て
く
れ

ま
し
た
。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感
染

予
防

の
た

め
、

3
年
生

は
視

聴
覚

室

で
発

表
し

、
１

、
２

年
生
は
体

育
館

で
視

聴
し
ま

し
た

。
ま

た
SS

H
生
徒

研
究
発

表
会
（

オ
ン

ラ
イ
ン

で
行
わ

れ
た

全
国

大
会

）
で

発
表
し

た
日

焼
け

止
め

の
研
究

に
つ
い
て

も
素

晴

ら
し

い
発
表

を
行
っ

て
く
れ
ま

し
た

。
今

回
の
生

徒
研
究
発

表
会

で
は

、
生
徒

か
ら
の
質

問
も

多
く

あ
り
ま

し
た
。
そ

れ
で

は
、
３

年
生

が
発
表
し

た
内

容
に

つ
い
て

、
見
学
し

た
１

年

生
の

感
想
と

あ
わ
せ

て
み
て
い

き
ま

し
ょ

う
！
！
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T
A
M
A
S
S
H
セ
ミ
ナ
ー
(s
tu
d
e
n
t)
S
S
H
研
修
旅
行
報
告

S
S
H
研
修
旅
行
報
告

体
験
的
学
習
活
動
等
休
業
日
の

12
月

3
日

(
木

)
に

、
全

学
年

の
希

望
者

18
名

が
、

箱
根

、
小

田
原
方

面
の

見
学

を
し

て
き

ま
し

た
。

そ
の

様
子

を
お
知

ら
せ

し
ま

す
。

☆
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
☆

8:
25

多
摩
高
等
学
校
出
発

10
:3
0

箱
根
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム

到
着

学
芸

員
笠

間
先

生
の

解
説

箱
根

ジ
オ

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム
見

学

立
体

模
型

こ
こ

を
入
る

と
ミ

ュ
ー

ジ
ア
ム

が
！

12
:1
5

石
垣
山
一
夜
城
到
着

昼
休

み

小
田

原
ガ

イ
ド

協
会

真
木
先

生
の
解

説

一
夜

城
見

学

｢
曲
輪

の
前

に
櫓

台
｣

石
垣
山

の
｢
野

面
積

み
｣の

石
垣

見
学

14
:3
0

か
ま
ぼ
こ
博
物
館
到

着

か
ま

ぼ
こ

博
物

館
見

学

揚
げ

か
ま

ぼ
こ

作
り

体
験

試
食

か
ま

ぼ
こ
作

り

・
箱
根
は
た
く
さ
ん
の
火
山
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
三
重
式
火
山
と
い
う
珍
し
い
地
形
が

生
み
出
さ
れ
、
そ
の
後
も
活
発
な
運
動
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
水
や
火
山
岩
、
地
震

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
副
産
物
を
生
み
出
し
た
。
そ
し
て
こ
の
地
域
の
人
々
は

揚
げ
か
ま
ぼ
こ
作
り

体
験
中

そ
れ
ら
を
利
用
し
て
街
を

発
展
さ
せ
、
共
存
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。
私
が
生
ま
れ
る
前
か
ら

何
年
も
何
年
も
こ
の
営
み
が
続
い
て
き
た
と
思
う
と
と
て
も
感
慨
深
か
っ
た
し
、
科
学
的
に
文
化
を
見
る
と
い
う
体
験
も

16
:0
0

か
ま
ぼ
こ
博
物
館
出

発
と
て
も
面
白
か
っ
た
と
思
う
。

・
温
泉
も

、
一
夜
城
も
、
か
ま

ぼ
こ
も
地
理
、
地
学

的
な
要
素
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
て
、
箱
根
の
山
々
が
そ
う
い
う
も
の
を
作
っ

17
:3
0

多
摩
高
等
学
校
到
着

・
解

散
た
と
思
う
と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。
自
分
は
日
本
史
選
択
だ
が
、
史
実
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
理
や
地
学
的
な
面
か
ら

出
来
事
を
見
て
み
る
と
、
も
っ
と
面
白
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
た
。

・
蒸
気

を
有

効
活
用

し
た
蒸

気
井
温

泉
の

仕
組
み

や
、
強
羅

か
ら
仙
石
原
に
至
る

広
範

囲
に
大

涌
谷
の

温
泉
が

分
配

さ
れ
て

い
る
こ
と
、
大

涌
谷
周
辺
の
防
災
対

策
な

ど
に
つ

い
て
新

た
に
知

り
ま

し
た
。

箱
根
の
地
形
に

つ
い
て
も
、
立
体
模

型
を
用
い
て
視
覚
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

・
芦
ノ
湖
は
水
蒸
気
爆
発
で
崩
れ
た
土
砂
が
早
川
を
せ
き
止
め
て
で
き
た
こ
と
、

箱
根
が
カ
ル
デ
ラ
で
そ
の
中
に
も
山
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
面
白
い
。

・
地
学

の
授

業
で
や

っ
た
話

が
た
く

さ
ん

出
て
き

て
い
て
、

楽
し
か
っ
た
。
伊
豆

半
島
が
イ
ン
ド
と
同
じ
よ
う
に
衝
突
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
は
驚
い
た
。

・
火
山
の
利
用
方
法
、
箱
根
の
地
形
、
噴
火
の
被
害
や
違
い
な
ど
、
火
山
活
動
が

も
た
ら
す
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
つ
い
て
深
く
学
ん
だ
。

・
ほ
か

に
学

ん
だ
事

は
、
黒
た
ま
ご
の
中
身
が
白
い
と
い
う

こ
と
。
ピ
ー
タ
ン
的

な
も
の
を
想
像
し
て
い
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
･･
･
･ ・
大

涌
谷
は

雲
の
中

！

・
噴

気
孔

を
観

察
で

き
な

か

っ
た

の
が

残
念

で
し

た
。

・
で

も
、
12

月
の
箱

根
は

紅
葉

が
き

れ
い

で
し

た
。

・
溶
岩
で
出
来
た
山
と
、
火
山
灰
な
ど
で
出
来
た
山
の

2
種
類
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。

石
垣
を

作
る
専

門
家

の
人
が

い
た
と

い
う
こ
と
や

、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で

秀
吉
が
一
夜
城
を
建
て
た
の
か
と
い
う
こ
と
。

・
一

夜
城
跡

か
ら
小

田
原

や
外
輪

山
の
峰

々
を
の

ぞ
み
、

雄
大
か
つ
豊
か
な
箱

根

の
地
形
を
体
感
し
た
。

・
秀
吉
も
後
北
条
氏
も
共
に
自
然
を
生
か
し
た
城
を
築
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

小
田
原

城
が
関

東
ロ

ー
ム
層

を
利
用

し
て
い
る
こ

と
は
驚
き
で
し
た
。

野

面
積

み
の
石

垣
を
初

め
て

見
た
の

で
、
一

見
不
安
定
そ

う
に
見
え
て
も
強
度

を

保
っ

て
い
る

の
が
驚

き
で

し
た
。

ま
た
、

丹
沢
の
山
々

は
プ
レ
ー
ト
の
運
動

に

よ
っ

て
と
い

う
こ
と

を
再

確
認
し

ま
し
た

。
私
は
山
登

り
を
す
る
の
で
、
石
の

種
類
や
山
の
形
を
見
て
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
山
な
の
か
想
像
す
る
の
も
面
白

そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

・
小

田
原

か
ま

ぼ
こ

造
り

は
丹

沢
な

ど
か

ら
も

た
ら

さ
れ

る
豊

か
な

水
と

豊
富

な
魚

に
よ

っ
て

成
り

立
っ

て
い

た
。

つ
ま

り
食
や
文
化
に
も
そ
の

地
域
の
自
然
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
学
ん
だ
。

・
板

付
蒲

鉾
の
板
は
蒲
鉾
の
余
分
な
水
分
を
吸
収
し
、
必
要
な
水
分
を
放

出
す
る
役
割
を
持
つ

。
蒲

鉾
の

半
円

の
よ

う
な

形
は

、
日

の
出

を
表

し

て
い
る
。
縁
起
物
。

・
揚
げ
か
ま
ぼ
こ
作
り
体
験

は
自

分
の

好
き

な
形

に
す

る
こ

と
が

で
き

て

楽
し
か
っ
た
で
す
。
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

  

第
18
号

-1
 

令
和

３
年

１
月

日

 
     令

和
2
年
度

の
学
校

説
明
会
が

9
月
か
ら

12
月
に

か
け
て

4
回

実
施

さ
れ
ま

し
た
。

 
「

も
し
か

す
る
と

本
校
に

入
学
す

る
か
も

し
れ
な

い
中
学

生
」
を

対
象
に

、
探

究
活
動

に
魅
力
を

も
っ
て

も
ら
え

る
よ
う

、

M
er

ak
iの

研
究

を
伝
え

る
と
と

も
に
、

次
世
代

に
対
し

て
本
校

の
Ｓ
Ｓ

Ｈ
成
果

の
普
及

を
行
い

ま
し
た

。
 

各
回
実
施

後
の
ア

ン
ケ
ー

ト
で
は

、
80

％
以
上

の
参
加

者
が
「
関

心
を
持

っ
た
」

と
答
え

て
い
ま

し
た
。

 

 
 

       
  

      探
究
的
学
習
活
動
等
休
業
日

 ～
 

体
験
的
学

習
活
動

等
休
業

日
の

月
日

木
に
、

本
校
生
徒

希
望
者

向
け
の

セ
ッ
シ

ョ
ン
を

、
本
校

教
室
に

て
開
催
し

ま
し
た

。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
働
い
て
い
る
人
の
リ
ア
ル

 
第

１
部
は

ア
メ
リ

カ
と
オ

ン
ラ
イ

ン
で
つ

な
ぎ
、

Zy
m

er
ge

n 
In

cの
芝

﨑
孝
宜

氏
に
「

田
舎
の

普
通
の

子
が
シ

リ
コ
ン

バ
レ
ー

で
エ

ン
ジ
ニ
ア

に
な
る

ま
で
を

追
っ
て

み
た
」

と
い
う

内
容
で

ご
講
義

を
頂
き

ま
し
た

。
学
生

時
代
か

ら
の
キ

ャ
リ
ア

を
振
り

返
り
、
「
当

時

の
思
い

」「
や

っ
た
こ

と
と
結
果

」「
今
振
り

返
っ
て

思
う
こ
と

」
を
語

っ
て
く

だ
さ
い

ま
し
た

。
一
見

地
味
に

思
え
た

当
時
の

仕
事
、

変
化
や
競

争
の
中

で
エ
ン

ジ
ニ
ア

と
し
て

働
く
こ

と
、
海

外
で
の

生
活
の

実
際
な

ど
、
ま

さ
に
「

グ
ロ
ー

バ
ル
に

働
く
こ

と
の
リ

ア

ル
」
な
内

容
で
し

た
。
第

２
部
は

楽
天
株

式
会
社

の
一
見

仁
氏
に

「
な
ぜ

Te
ch

企
業
で

D
iv

er
si

ty
 &

 In
cl

us
io

n
が

重
要

な
の

か
」

と
い
う
内

容
で
ご

講
義
を

頂
き
ま

し
た

。「
粒

ぞ
ろ
い

」
が
本
当

に
良
い

こ
と
な

の
か
は

、
時
と

場
合
に

よ
り
け

り
で
あ

る
と
い

う
こ
と

を
確
認
し

、「
VU

CA
（

ブ
ー
カ

）
の
時

代
」
と

言
う
言

葉
を
教

え
て
も

ら
い
ま

し
た
。

つ
ま
り

現
代
は

変
動
性

Vo
la

til
ity

・
不
確
実

性
U

nc
er

ta
in

ly
・
複

雑
性

Co
m

pl
ex

ity
・

曖
昧
性

Am
bi

gu
ou

sが
満
載
な

時
代
（

VU
CA

）
で
あ
る

か
ら
こ

そ
、
柔

軟
な
発

想
や

多
く
の
異

な
る
意

見
、
自

由
な
議

論
を
前

提
と
し

て
検
討

さ
れ
た

意
思
決

定
を
行

な
え
る

組
織
に

な
ら
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
と
い

う
お

話
で
し
た

。
 

生
徒
の
声

 
 第
１
部

 

 
 
・
専
門
性
と
好
奇
心
と
英
語
…
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
が
大
切
。
と
い
う
こ
と
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん

 

な
場
所
に
い
よ
う
と
そ
こ
で
自
分
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ
と
、
好
奇
心
を
結
果
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

 

に
私
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

 

第
２
部

 

・
仕
事
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ
る
と
こ
ろ
が
本
当
に
す
ご
い
な
と
感
じ
ま
し

 

た
。
私
は
将
来
何
を
し
よ
う
か
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
引
き
出
し
を
た
く
さ
ん
作
れ
る
よ
う
に
大
学
で

 

は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

 

実
施

日
 

場
所

 
ス

ラ
イ

ド
タ

イ
ト

ル
／

発
表

班
の

生
徒

第
回

月
日

（
土

）
視

聴
覚

室
自

然
由

来
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

／
上

坂
健

太
、

江
名

智
彦

、
瀬

山
大

吾
、

山
岸

生
弥

会
話

の
中

で
大

切
な

こ
と

は
？

／
河

野
日

菜
子

、
佐

藤
理

々
花

、
藤

田
菜

乃
葉

、
松

本
佳

奈

第
回

月
日

（
土

）
視

聴
覚

室
ユ

ー
グ

レ
ナ

の
可

能
性

／
 小

笠
原

美
帆

、
王

子
楓

、
牧

山
桃

与
、

加
藤

愛
理

多
摩

高
校

売
店

の
売

上
を

上
げ

よ
う

！
／

石
川

詠
、

井
上

才
蒔

、
小

寺
麻

翔

第
回

月
日

（
土

）
視

聴
覚

室
ビ

ル
風

を
使

っ
て

発
電

し
よ

う
！

／
猪

股
涼

香
、

若
月

温
実

、
冨

田
冴

、
結

城
瑠

南
、

藤
川

樹
里

ゲ
ー

ム
を

作
ろ

う
／

小
澤

芳
、

別
府

秀
政

、
佐

藤
陸

斗
、

堤
壮

太
、

小
野

寺
玲

空

第
回

月
日

（
土

）
体

育
館

会
話

の
中

で
大

切
な

こ
と

は
？

／
藤

田
菜

乃
葉

、
松

本
佳

奈

ゲ
ー

ム
を

作
ろ

う
／

堤
壮

太
、

小
澤

芳
、

佐
藤

陸
斗

、
小

野
寺

玲
空

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
「
関
心
を
持
っ
た
」
の
割
合
が
高
か
っ
た
！

 

「
プ
レ
ゼ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
が
、
中
学
生
の
視
点
に
立
っ
た
わ
か
り
や
す
さ

が
あ
り
、
明
確
に
伝
え
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
」
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